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地方だより . 

東京都協会だより 

協会宵知板…- 


表紙写貴——世界選手権大会第一 戦で ノ ルウ 
, --を破った勝利の瞬間、喜び 

の摇手ををわす日本選手団 （39 
年3月日日） 


「第17■号目次」… 

私の言葉「強い団結の勝利」辕巧和美... （1) 
-一ー ク第目回7人制男子 

世界選手権大会参加特集ぐ—— 


日亦 • ，ノルウェーを破る . け） 

勝利の：•瞬 .. (目） 


ほんとうによかった…. 

…今野邦を 

i うとう勝っ.た...'.… 

. 福本な 

さらに努力を..… . …… 

…”れ野奉昭 

忘れられない感激……. 

…ま嘉伸 

勝利で恩返し..… . ……. 

…宮原藤ま男 

忘れた晌上げ . . 

…"田口佑義 

目に映る勝利の感激.… 

…北村尚英 

先輩の努力に感謝 . 

…住広尚与 

大きな感激 . 

…新繁樹 

実を結んだ苦しみ . 

…••井上素行 

この喜び、この感激…. 

• 尾形譲 

耳に残るホイッスル.... 

…•.•金田純男 

感 敬 . 

…宮原宏 


強い团結力 . 餅原正僻 

「世界制覇へ一歩前進」 . 高嗚飘 


第2戦•竹野’負傷、ソ連に敗る .（8) 

第3戦 • ルーマニアに善戦むなし .(8) 

準決勝リーグ•ル— マニア： 

‘ スウューデンで優勝争い…… (10) 

決勝戦•ル—マニア堂々2連勝 ...(14') 

親善試合では 8 勝 6 敗 . (18) 

欧州 スケッチ .（16) 

遠征総成錶 .（3) 

総評 . . 黨尾武治… (24) 

フランス*ステラがホ日 . r 26 ) 


——64年巧の新寶力展望—— 

◊第4回全日本実業团選手権 

レナウンまを，宿願の初歴勝 .(32) 


昭巧38年度10 大ニュース . (34) 


連.ハンドポール球巧（第8回） .(35) 

載地方球界のホみ（第4回） .(36) 


欄欄記 
書閒 . 
お質後 


城撕奶撕 
C C C C 


私は初めて日本選手団の団長に選ばれ、- 
世界選手権で .1 勝を.もげる幸運に恵まれ 
た。この1勝は丹.本ハンドボール巧が世界 
選手.惟で初めてのもの.でちり、.記録に残る 
貴重な勝利でもる。この.大成巧のかげには 
高嶋監督はじめ選手団の強い団結、強い結 
ホのたまものだと信じてい-る。過ま I 二回の 
.欧州遠征で見られなかった強い団結、これ 
はこんごの海外遠征にも絶対必要なこと'で 
もる。瓶外遠征となるよとかく物見遊山の 
気持ちになりがちだが、.今邸はをの素振り 
ずら化かったのはりっぱ.であった。私の会 
をに勤務ずる社員十人が參加し、を長であ 
る私が団長だったためもちるが、選手諸君 
はほん^ぅにべストをお L でくれた。それ 
に高薦監督の統率もすばらしかった。欧州 
のハンドボールをよく知り.、.その技術をす 
ぐ自分のものにずるところはさホが。すべ 


てがぅまく巧ったわけだ。次の.世界選手権 
で日本が再び勝てるかどうかは疑閒だが、 
少なくとも今回め遠征の気持ちを忘れない 
ことを巧っている0 

.団長としての仕事も多かっ.た。それがそ 


ホ潰問題、‘ステラ来日の件、尾形君の入院. 
騒ぎなど問題が次ぎ次ぎとち'った。.日本に 
いる日本協厶だの首腦部には これ. が どこまで 
'わかっているか。幸い高鳴監督が極めてち 
艦でぁっ.たため、処理.は寸ベて.》ム—ダ，に 


強い団釋の.勝利 

渡 辺和 


美 


の場で決断を強いられるヶ I スが多かった 
ので、いささかいそ.がしかった。団長の仕 
事といえばそれまでだが、これからも現地 
での巧渉ごとが多いので团長もしっかりし 
ないといけない。特に今回はチュコでの滞 


‘(世界選手権日本チーム团長) 

運んだ。これからも有能な役員を選手四に 
送り込んで欧州を国のトップレベルの人た 
ちと接触させる ことが 望ましい。そのため 
には日本協会首腦部がもっと努力しなけれ 
ばむずかしい。だれが巧ってもまどつかぬ 


卜‘私〕：查图 I 章 


ょう、むがけてもらいたい。 

ョ t ロッパの審判は実にうまい。これか 
ら日本チ I ムが海外遠征するときは、でき 
る•たけ日本から審制が同行してョーロッパ 
の審判技術を見聞してきてほしい。ョーロ 
ッパと日本との審判技術にはかなりの格差 
がちる。これは現状ではやむを得ないこと 
だ。少しでもョ I ロッパの水準に近づいて 
巧く方向に持って巧くべきだと思う。試合 
.に輿ホがあるかないかは、審制の笛ひとつ 
にかかっているといっても過言ではない。 

ョ I ロッパと 日本との選手を比べる とか 
.なりの差がちる。つまり日本の選手は小さ 
いのである。日本が世界選手権で優勝ずる 
ためには、まずから•たづくりをやらねばな 
らぬ。大柄のョ I ロッパ選手と太刀打ちで 
きるからだが必要なのでもる。これがわれ 
われに残された大きな課題といっていい。 
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い勝利への道だった。日本にハン 
ドボ.1ル協会が生れて？5年。やが 
て W 年を 迎えょぅと している。昭 
巧％年の男子、 W 年の女子-如年 
の学生と過去一一一回にわたって世界 
選手権に出場したが、いずれも全 
敗に終わった。「世界のヒノキ舞 
台で1勝を……」 の 夢が実現した 
のだ。 忘れる ことので きない昭和 
年，3月6日。ノルウ。1は；！則回 
7位のチームでちる。日本はこの 
ノルウェーを破ったのだから文句 
なしにほめていい〇ルーブ，二.アの 
クンスト監督は日本の勝利をとび 
上がって喜び、試合終了と同時に 


「 D 組」 

▽ 3 月6日 

八マ茜 U ぶソ連 
日本^打：：剔ぶ"^^ゥ 

〔評〕 'タイムアブプのホイッス 

ルが鳴る。日本のベンチは全員総 
立ちして整尸をちげる。渡辺団長、 
髙嶋監督が巧び上がって喜ぶ。み 
んなが走り寄って堅い握手。観覧 
席で観戦していた片瀬マネジャ 
1、宮原宏、餅原選手も両手を上 
げて喜ぶ。日本が世界選手権で初 
めて勝利をあげたのだ。思えば長 


がが觀退場が響いて W — W で化れ、9日の対ルーマニア戦は健 


戰評は篇尾武治氏 


ル ー マニア、 堂々と2連勝 


控え室に駆け込んできて渡辺団 
長、高嶋監督と堅い握手。約と千 
人のファンも「ヤパン、ヤ'パン」 

と 声援してくれた。 

日本は最後まで7人の選手でが 
し 通した。れ野、東、宮原藤、田 
口、北村、住広、福本。いちども 
メンバ] チ- ンジ しなかった。抓 
分間走りまくった聞志、これがノ 
ルウェーを破ったのでちる。ノル 
ゥ H — はしき りに選手を交巧 させ 
て反撃してきたが、日本のこの気 
力の：1刖には勝てなかった。日本の 
スロー オフで開始。ノルウょ一は 

一線防御を敷いて日本の出方を見 
た。前半2分ノルウューはキ I ル 
が真っ正面からシュート。 G 反福 
本はこれをょく止めたが、ボール 
は福.本の足もとに落ちて不運にも 
ゴールイン。これは福本のミスで 
はなく、ボールにスピードがちつ 
たからだ。先取点をもげたノルウ 
ューはローリングパスで日本のデ 


，ハの四都市で開かれた。参加国は日本、ルーマニア、地元チ王 
コ なじめ W 力 国、4チームずつの4ブロックに分けて第1次リ 


も礼儀正しく、規律のあるチームとしてパルドピッチ大会組澈 

'貴貝会から表彰され、またか野奉昭選手(大崎電気)はパ，1ド_ 

ビッチ大会の最多得点選手巧点)として两读—常_作み戊—0‘！ 
がが之；1:三！為-犯勝が！心！か！ n た-を-晚り、單 々と2 遐聯 


した。なお日本チーム渡辺面長ら一巧十み明邱巧！‘ホ滿 
; f が，か，.^：い.、…駐觀瓣おが：では4月6日辄 田 着で帰国した。 


1グ戦を行なつた。〇組(パルドビッチ) 

ilm , 爲 L 培顧—を’乃 お； t 福，が.：が當_庸 
寶.が.ぉ緊.、：，麗涩ぉ卷—類‘品利ぉ帮诉‘‘顺‘帶营 

m が酵山敵‘あ患單扣ら独立し、.^!ッ I け；端嗟如離咕‘ん k . 心， 
i ! ぃ 11、！柳が，晩挪 である。 7 日の 第2戦の対ソ連戦はェースか野 


第5回义制男子世界選手権大会は S 月6日からチユコスロ.聞み巧パ‘じ h 譯，順け皆 h ゾ^1?!け‘ t ! に遠 
お^^與^^:-:,パ，.お，ビ：.六|、.：りコ，，^^ 」た。.9日。ハル•トビッチ会場のレセプシ a ンけけ皆. M : ム很 
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ィフェンスをくずしにかかった。 
日本は日—1のディフ正ンスでが 
っちり固め、いままで見られなか 
った早い動き、早い詰め、鋭いア 
タックで ノルゥムーの攻撃を早め 
につぶした。しかもノルゥューの 
ポストをいち早くつ•ふしてしまっ 
た。"日本のディフ王ンスは甘 
い"といわれていたが、スローホ 
フ後の2分間にみせた日本のディ 
フてンスは実にず•はらしかった。 
4分北村がノルゥ-1ディフェン 
スの腰高をぅまくついてアン，ダ！ 
シュ ート 。これが見事がまって 1 
。日本はディフェンスばかり 
でなく、攻撃にもスピ I ドがもつ 
た。両サイドをうまく使いながら 
化村、旧口、宮原藤が激しくゴー 


ル前を走りまくって、 ノル ゥェー 
ディフュンスを嗔さぶった。この 
早い動きで ノル ゥュ ー はちょっと 
苗食らった。このすきをついて6 
分に竹野が右サイドからワンバゥ 
ンド •シュートして2 I 1とリー 
ドした。 ノル ゥューは7分に ペル 
が 7 メー トルスロ！を決めて 2 I 
2 となった。ノル ゥュ ー の攻撃は 
単調だった〇フリースロー•ライ 
ン上でのローリンダパス、ジャン 
プパスばかりで攻撃範囲が狭か 
った。•たから日本は 日 —1のディ 
フ * ンスがくずれることがなか'っ 
た。これが日本に大きく幸いし 
た。日本は伸び伸びとプンーし、 
こんどの遠征中、最高の出来をみ 
せた。試合終了後にか野が「二日 


間休養できたのが、伸び伸びプレ 
1できる原因となったのでず」と 
言ったほど、日本のプレ I はよか. 
った。いちばんむ配されていたデ 
ィフュンスが予想な上に厚く、し 
かも動きが輕かった。攻撃力も幅 
広く、技術も変化に富み、ノルゥて 
1をはるかに圧していた。両 サィ 
ド攻撃はもちろん、早いパス、フ 
ユイン ト、リター ン とひと つもミ 
スがなく、持てる力をフルに出し 
た。7人の選手の気持ちが一致し 
た。8分にか野が7 メートルスロ 
1を決め、 W 分に もれ 野が ゲプト 
して 412 と 2 点差 0- U 分-にはち 
ざ やかな リター ンパス、西口 1 北 
村とボールが渡って北村がシュー 
卜し、じ分に東がプッシングシュ 
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—卜と矢継ぎ早やの攻撃で 6—2 
と 日本のリ ー ド。 ノル ウュ ー のな 
擊力から推してこの 4 ぶ差は前半 
の大きなヤマ場。なかば日本が試 
合の主導権を擾った感がもった。 

U 分ノルウ王 1 は 7 メ 1 トルスロ 

1で1点を返したが、日本もか野 
が^^分に7.メ1トルスロ ーをぁげ 

て- 3 といぜん 4 点差。ノルウ 

て一はボールをょく回してチャン 
スをぅかがったが、住広、か野、 
田口、.宮原廳らの早いつぶしに合 

ってノルウ王 J はシュートチャン 

スがなかった。試合は完全に日本 

のぺ I ス〇ノルウ-1 はキ ール、 
ペルに ボ I ルを集めて打たせたが 
GK 福本の ファイン プレ I で得点 
できなかった。^^分竹既がきれぃ 
なジャンプシュートして 8130 
ノル ウューは 巧 分にペルが 7 メ！ 
トルスロ I を失敗してから 別 分 ま 
で得点なし。^分 W 秒日本ゴール 
前の フリースロー をキ I ルが ロン 
ダで決めて 814 としたが、の分 
れ野が 1 点を追加して前半 914 
で終わった。前半にみせた日本の 
玻擊、守備は完全に ノルゥュ I を 
上回っていた。それに ディフュ 'ン 
スが こんなに やるとは思いもょら 
なかった 0 3 月 4 日の チ A コ•ナ 
ショナルチー ムとの練習試合のと 
きのプレ ー に比べる と、まさに 
が月とスッポン"の 差が あった。 

後半ノルウューはローリングパ 
スから少しでも空間ができると、 


しきりにロングシュートを巧って 
きた。前半の5点差を一気に縮め 
ょぅと必死に反撃して.きた。もき 
らかに"あせり"でもる。1分 W 
秒に住広が初めてロンダをかめて 
W 14 と 6 点差にした.〇ノルウエ 
1は4かに ヵー ルジョ ー グが決め 
てぶ—5。このもと日本は7分孤 
秒に北村が得意のアンダ ー シュ I 
卜、8分 W 砂に住広がジャンプシ 
ュ ー トしてじ— 日。 ところがの分 
をすぎ.るとノルウエーはものす*こ 
い突進力をみせ、エジル、' トライ 
グべに打たせて孤分には：と 
3点差に迫った。日本はスロ I 才 
フからひとりも選手ム父代がな’く、 
疲れが見えはじめ少し動きが鈍く 
なった。ここがこの試合の第二の 
ヤブ場。ノルウ-—はどんどん選 
手をを代させて反撃機をつかもぅ 
とした。残り時間はちとのか。攻 
める ノルウ- I 、 守る日本。観衆 
は「ヤパン、ヤパン」と日本に声 
援。日本のベンチから今野主将の 
大きな声が飛ぶ。渡辺面長、高嶋 
監督の表情が硬くなる。ノルウュ 
1は激しく巧め寄り、茲分住広の 
手痛いペナルティ I がちり、 トラ 
イグぺ が7 メ ー トルスローを決め 
て：^—2。その差わずか.2点。こ 
こからが勝負どころ。速攻の応酬 
となったが、をいにつぶし合って 
得点なし。(試合後に北村は「早 

くタイム アップになれば いい」と 
話していた)。広い体育館は割れ 
るような大歓声。日本選手は齿 
を食いしばって走り回った。巧分 
れ野が G 区のタイミングをなわす 
巧みなジャンプシュートで巧—じ 


と3.点差。洗分にも速攻かられ野 
がジャンプシュートして：2 1 U と 
4点差。残り時間はわずか4分。 
この4点差でほぼ日本の勝利がか 
まった。ノ.ルゥょ一は必死になっ 
て反撃してきた。站みクヌトが1 
点を返したが、日本もすぐ北村、 

住広が連続ゲットして SIU と目 
点差。これで勝負は完全にがまっ 
た。如分孤秒ノルゥューはァがド 
ルのシュートでとしたが、 
日本ボールとなってホイッスル。 

ノルゥェーは日本を甘く見てい 
たよぅだ。パルドビッチ入りも日 

本ょり二日も遅れて大会前日に到 
着。六日の昼間の練習も会場でボ 
1ルを勵ってほとんどの選手がサ 
ッヵーの練習をするなど、不まじ 
めな行動があった。こんな ことを 
やっていては勝てないのも当り前 
だ。.日本は2 巧 W 日に羽田を出発 

し、フランスはもとより、プラ.ハ 

にきても親善試合、練習試をを重 
わ、コンディションの調整、技術 
の向上、試合の勘、ふん囲気にな 
れ るよぅ に努力してきた。この差 
がその まま ^1:3 のスコアとな'っ 
て表われたのだ。渡辺団長は「横 
浜での強化合宿、フランス、チ-コ 
での親善試合が実を結んだのだ。 
チュ n. まで やってきた甲斐がちっ 
たし、これで大いに自信がついた。 
ノルか^1は前回7位のチーム、 
これに勝ったのだから実に貴重な 
1勝で もる」 と喜びを語った。高 
嶋監督も「試合前に私の言ったこ 
とを7人がよく守ってくれたし、 
自分のプレーを忠実にやってくれ 
た。 しかもい ままで にないず ばら 



日本—ノ—ルウュー • 6 K 福本のファインプレ I 


しい動きだった。ディフュンスが 
よかったのも勝因のひとつでも 
る。最も大きな勝因は気力であ 

る。スローホフからタイムアップ 
までひとりも選手をを代させず、 


この 7人が力の限り戦かってくれ 
た。世界選手権で初めての勝利、 
なにもいぅことはない」と感撒し 
ていた。 
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勝利，の瞬間 X X X 勝利の瞬間 


ほんとうによかった 
今野邦彦 

ノルゥュ I に勝ってほんとぅに 
よかった。ノルウューに勝てるな 
んてルーマニアの選手も、ソ連の 
選手も、日本のハンドボールファ 
ンも思っていなかったにちがいな 


い。で残り時間もと抓秒の 
とき、 どきどきして時間の長かっ 
たこと。私はベンチで立ったり、 
ずわったり…。やがてタィムアッ 
プのホィッスルが鳴った。私はど 
うしていいのかわからなかった。 
腰の重いことで有名なせ间嶋先生も 
日本の勝利が一歩一歩おずいてく 
ると、 腰を上げたり下げたりして 


いたほどだ。ホィッスルが鳴った 

とき、渡辺団長も高嶋先生も形容 
できないほどの喜び方だった。長 
い合宿、ョ I ロッパでの親善試合 
で磨いてきた日本の技術をいかん 
なく発揮してくれた選手たち。彼 
‘らにたいし感識の気持ちでいっぱ 
いでした。をはキャップ テンと い 
う重責。これをみんなの努力のお 
かげで果せた。ノルゥ-1に勝っ 
てほんとうによかった。 

ル J マニァの団長、監督、選手 
たちがみんな a 本選手の控え室へ 
飛んできて勝利を祝福してくれ 
た。これが うれし かっ‘た。日本チ 
I ムはいままでにない完ぺきなプ 
レ I を渡辺团長、高鳴先生の前で 
見せてくれた。チ-コまでやって 
きた甲斐があった。写真を写ずひ 
まがなかった。というよりはゲ t 
ムに気を取られてしまったから 
だ。きょうの勝利は永遠に忘れな 
いだろう。 19 6 4 年 3月6 曰… 
この日を忘れるこ.とができない。 
私はハンドボ I ル界に首を突っ込’ 
んでから、こんなに感激したこと 
はなかった。私は幸福な人間だと 
思わずにはいられない。 

渡辺団長、高鳴先生、選手の諸 

君よ。ほんとうにもりがとうござ 
いました。 

ゴッドワルドフの開をま。上は 
入場する日本チーム。下はパルド 
ビッチの開をまであいさつする組 
織委巧員 


と/っとう 勝った 

福本な 

とぅとぅ勝った。前回 7 化のノ 
ルゥューに：-。私はタイムアップ 
のホイッスルをきくと、飛び上が 
りながらセンターヲインまで走っ 
て巧き、だれかれかまわず.擾手し 
た。ベンチを見ると飛び上がらん 
ばかりの喜びょぅ。長い間夢にま 
で見た化界選手権での勝利。合宿 
の成果が実を結び、チ I ムヴ—ク 
の良さが勝利となって表われたの 
だ。団長さん、監督さん、ほんと 
ぅにちりがとぅござ.いました。私 
のこの手で日本ハンドボ I ル界の 
歴あの一べ I ジにこの勝利を記す 
ことができました〇この試合は1 
人のを代もなく、闕志と気力とで 
勝利を捏ったのだ。私はハンドボ 
—ルを始めて8年、こんなに感激 
したのは初めてだ。 

ノルゥ-— に追い上げられたと 
き、残り時間が気になって困った。 
わずか2分しか残っていないの 
に、それが1時間にも2時間にも 
思えた。そのぅちベンチを見たら 
ノ I タイムの 合い図。 スコアボ I 
ルドを見ると3—;^。私は眼をこ 
すってもぅいちど スコア ボ ールド 
を見た。このときは"勝 
つた"と巧、むひそかに喜んだ。夕 
イム アップのホイッスルが、私の 

鼓膜に強く響いた。"勝った。勝 


った"。私は無我夢中で走り出し 
た。ベンチを目がけて：.〇 

さらに努力を 

$:野蠢 

記念ずべき 3 月 6 日。われわお 
は'ノルゥュ I を破って勝利をおさ 
めた。勝たねばならぬ V . これに 
向かって練習を続けてきたのだ。 
それが実を結んだのだ。ほんとう 
にうれしかった。だが喜んでばか 
りはいられない。この1勝を±台 
に私たちはさらに努力して行かね 
ばならぬ。ョ t ロッパのハンドボ 
I ル巧喊日本な上に進んでいる。 
日本はさらに前遇して斤かねばな 
らない。日本が取り残されないた 
めに…。私はもずからまた新しい 
勝利のために努力して行く。 

忘れられない感激 

東嘉伸 

タィム アップの苗が鳴った。日 
本ハンドボ I ルマンの念願だった 
化界選手権での勝利/.チ-コま 
でやってきた甲斐があった。この 
日のためにおたちは崇、い横浜で強 
化合宿を積んできた。この努力が 
報いられたのだ。この感激は一生 
忘れまることができないだろう。 
おそらく日本にいる関係者は私た 
ちな上に喜んでいぶにちがいな 
い。おはひとり静かにこの感激を 
，味わいたい。 
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勝利で恩返し 

宮原藤ま男 

ノルゥで一に勝った。外国のナ 
ショナル.チームを世界選手権で破 
った。夢にまで見たこの勝利、こ 
の感激ツ：私にとって忘れられない 
說合となった。3 月 目 日 パルド ビ 
プチで...。ホイッスルが鳴ったと 
き、ちまり のぅれしさのため、どん 
な試合をやったのか考えるひまが 
なかった。団長さんと握手、監督さ 
んと握手。をばにいるものをつか 
まえて次ぎから次ぎと握手した。 
団長さん、監督さんになんてお礼 
を言，おうかと思ったが、なかなか 
言葉として出てこなかった。松は 


たちはこれでやっと日本ハンドボ 
^ル界に恩返しができたのだ。ホ 
テルのベッドにもぐり込んでひと 
りでこの勝利を味わおぅとしたが 
興奮していてそれ どころ ではなか 
った。未熟な私を選手面に加えて 
いただき、しかもこの勝利を味わ 
えたのは面長さん、監督さんのお 
蔭でず。私は幸せでず。感謝の念 
でいっぱいでず。団長さん、監督 
さん、ちりがとぅございました。 

忘れた脈上げ 

田口佑義 

勝ちたくて勝ちたくて仕方なが 
つた。それがノルウューを破って 
隙ったのだ。その瞬間みんな興奮 


堅い握手、ぞして肩をたたき合っ 
た。 このと きはなんにも言えず、 
ただ胸にジーン とくる ものがちっ 
た。团長さん、監督さんを洞上げ 
しようと 思ったが、 ちまりの 興^^ 
のため忘れてしまった。試合中に 
得点すればみんなで"バンザィ" 
と大声をもげて守備につき、そし 
て互いに"がんばろう"と激励し 
合った。 この 馨がいまで も 眼に浮 
ぴます。勝ってほんと うによ かっ 
た。これからも大いにがんばる。 

目に映る勝利の感激 
化巧尙英 

196 4年3月6日、世界選手 
権第1戦の勝利は私にとって忘れ 


きっと巧奮していたのだろう。私していた。団長さん、監督さんと られない日でちる。 タイム アップ 




限界 越えた 気力の勝利 


19 6 4年3月6曰 

この日は日本ハンドポ 
. 1ル界にとって忘れら 
れない日になった。’ 

19 61年3巧の男 
子、196 2年7目の 
女子、1963年1月 
の男子学生の世界選手 
権に出場したが、まだ 
1勝ももげられなかつ 


.世界選手権 
日本監督 

た。3月6 日—この日に 日本は 
ついに待望の1勝をもげた。し 
かも前回7位のノルゥューを堂 
々と破った の だ。日本 チー ムは 
と千の大観衆と国際ハンドボー 
ル連盟の首腦部の見守るなかで 
最高のプンーを発揮して勝利を 
おさめた。思えば長い道程でも 
つた。協会創立ぃらぃ^^年ッ：ど 
うしたら本場 ヨ ー ロッパチー ム 


に、しかも本番の世界選手権で 
勝てるかを考え続けてきた。.私 
にとってこの日がこんなに早く 
，くるとは 想像もしなかった。そ 

れはョ I ロッパのハンドボ）ル 

を知れば知るほど、その底知れ 
ない強さに舌をまいてきた私だ 
から…。しかし渡辺面長を中、む 
とした強固な固結と選手諸君の 
体力の限界を越えた気力とによ 


のホィッスルは午後8時が分、こ 
の勝利の瞬間は私のいちばんうれ 
しい瞬間だった。これは日本ハン 
ドボ ー ル界の喜びの瞬間で ももっ 
た。私は初の世界選手権、巧の第 
1戦、初の1勝。すべてが初づく 
めでちり、 この 喜びはことばで表 
現できない。どうやって喜んでい 
いのか、そのときは面食ぉいまし 
た。いちばん先に目にはいったの 
は渡辺団長の喜びの韻でした。私 
は団長さんにご田§返しがほんの少 
しできたのがうれしかった。ちの 
ホィッスルが鳴ったとき、プレ！ 
していた同瞭、ベンチにいた西長 
さん、監督さん、同瞭、またスタ 
ンドで声接してくれた宮原宏、餅 
原両君、それにが瀬先生も飛び上 
がって喜んでくれたちの感激の光 
景が、いまでも私の險に強く焼き 
ついています。 

先輩の努力に感謝 

住広尙=1 

みんなが肩をたたき合って喜 
ぶ。握手の連続。勝利の笑顔。スタ 
ンドにいる同観が飛び上がる。各 
国選手が走り寄って喜んでくれ 
る。観衆の拍手。"おめでとう"の 
連続。しばらくしてやっと落ち着 
きを取り戻し、自分ひとりで、むの 
中で勝利を喜んでいました。試合 
が終わった直後はほんとうのとこ 
ろ勝利の実感が湧かなかった。ふ 


しぎなくらい。いまだから言えま 
ずが、試合が終わるまで勝てると 
は思っていなかった。それが勝て 
た口だから、そのときは実感が湧 
かなかったのは当然だったかもし 

れません。—この 勝利-チュ コス 

ロバキアまで やってきた甲斐がち 
りました。 数多い先輩諸兄が襲き 
上げた努力が報いられたのだ。あ 
は先輩諸兄のこの努力に、むから感 
謝して います。 次の世界選手権目 
ざしてさらに精進し よぅ。 

大をな感激 

新繁樹 

この勝利グこの感激グをは 
ことばで麦現できない。時間がた 
つにつれてこの感激は大きくなる 
ばかり。あ寸の試合のことも考え 
ず I 骨び合った。いちじは2点差ま 
で追いつめられ苦しい試合だっ 
た。それだけに吉『ひも二倍、一二倍 
に増えていった。ベンチでカメラ 
_を 手にしたが、一なも写真が取れ 
ないほど力がはいった。試合に見 
とれ、 どれ だけ日本の プレー が通 
用するかむおになってきたほどで 
ある。7人の先輩、同おが W 分い' 
ちども 休まず走りまくった。そし 
て実力を発揮してくれた。をは7 
人の先斐、同観に敬意を表し、勝 
利の喜びを分かち合った。 

実を結んだ苦しみ 

井上素行 





って早くもその日が訪れた。 

その日パルドビブチ ( D グル 

1プ会場〕の気温は零下：5度、 
体育館巧の温度は零下5度。試 
合開始は夜7時 W 分。日時に会 
場に着き、ロッカール I ムでじ 
ゅうぷん暖をとる。その間トレ 
1ニングパンツの上からそれぞ 
れ筋肉のマッサージ、はやる、む 
を押えながら7時日分コートで 
トレ i ニング蘭始。7時郎分日 
本のスローホフで試合が始まっ 
た。關始直後の5秒、左サイド 
で化がのフでイントがちざやか 
にかまった。シユートは惜しく 
もストライクでちったが、この 
とき松は"これはやれる"と直 
感した。おそらく選手もそう感 
じたことだろう。 

かくして何年、いや何十年か 
かるか知れない世界制覇への第 
一歩を踏み出したのでもる。世 
界制覇パ：'その道は遠く、けわ 
しい。また想像を越える努力を 
必要とずる。しかし何年、いや 
何十年かかろう とも、 どんなに 
苦しくともこれ をな しとげる の 
がスポージマンにあたえられた 
'宿命でちる。全国のハンドボ I 
ルマンょ""みんなの力を合わ 
せて この 大構業に向かって前進 
しようではないか。 

急げ長身者の養成 

ノルウューを破って U 位にな 


ったとはいえ、私はこれがその 
まま 日本の実力でもるとは信じ 
たくない。勝利にはいつの場合 
でも多分に幸運が手伝ぅもので 

もる。いま再び ノル ゥ王1と対 
戦してかならず勝てる といぅ 自 
信はない。また最下位になった 
フランス、アラブ 連を、米国と 
対戦しても同じことがいえる。 
勝つためには第一に力をつけな 
ければならない。そのためには 
どぅ すればいいか。 

1 ボールを片手で克をに 捏 
り、片手で操かする刖練を巧な 

うこと 〇これはボールテタニッ 

クを 2倍な上ち利にする。しか 

もパス、 シュ I 卜 、フユ イント 
が 同一 動作で可能になる。手の 
大きさは簡単に改造できないか 
ら、握力を強くすることを考え 
るべきでちる。 ’ 

2 シュ—卜力を巧化するこ 
と。 同じ背の高さ、同じ手の大 
きさでも、ョ I ロッパ 選手のシ 
ュートカは日本人に比べてはる 
かに強力でもる。これは總合筋 
力の問題と考えるが、特に手首 
の強さは驚くべきものがもる。 

3 背の高い遇手を蕃成する 
こと。 個人競技ならともかく、 
肉体と肉体とが触れ合ぅハンド 
ボールでは背の高いことの方が 
ち 利でちることは巧白でおる。 
せめて180センチムロの選手の 

養成に本腰を入れる時期がきた 


と考える0 

4 からだつくりを真剣にを 

えること。 日本国内でも同じ•た 
が、特に3 — ロッパでもすでに 
小手先でごまかす技術は通用し 
ない時代となった。いわ嗔るテ 
クこ シャンは必要としない。鍛 
ぇに巖ぇ抜いた「鋼鉄」のょう 
な 選手のみが、 スポ）ッマンと 
しての栄誉と誇りとを持つこと 
にならう。 

5 か国選手との試合経験を 
できるかぎりをく持つこと。 同 

じからだ、同じ技術でも試合経 
験の多い方が有利であることは 
明らかでちる。まして体力的に 
不利な日本は地巧的な不利を克 
服して極力外国チ》ムとの試合 
を巧なうべ穿である。こんどの 
世界選手権出場チ！ムのメンバ 
1はかなくて如回、多くて TO — 
W 回の国隙試合の経験者であ 
る。とにかくこんどの遠征は収 
穫がいままでになく多かった。 
そして日本のハンドポールあの 
r へージを開いたことも間違い 
ない。こんごはこれを±台にし 
て一歩一歩着実に前進しなけれ 
ばならない。しかしながらそれ 
にはあら陣る面でみくの協力と 
犠牲とを必要とする〇 . 重わて言 
う。全国のハンドボール愛好者 
ょグ自我を捨て、一歩一歩世 
界制覇の偉業に向かって前進し 
ようではないか。 

1964年3月6日夜 

パルドビッチで書く 


横浜での二度にわたる強化合宿 
の苦しさ。 フランス 國内での移動 
、転戦の苦しさ。精：^、肉体的 
な苦し さ。この 苦しみに耐え抜い 
た精神力。この苦しみが見事実っ 
たのだ。すべての苦しみはノルゥ 
ューを破ったことで、一瞬のうち 
に大いなる喜びに変わった。 ほん 
とうによ かった。 ほんとうに よか 
った。終了の ホイッスル。 团長さ 
んも監督さんも先輩も小おどりし 
て喜び合った。満足感と 歓喜と で 
私は理性を失いかけた。それほど 
この勝利は無限の喜びであった。 

この喜び、この感激 
尾お譲 

大歓声の中に響き渡った勝利の 
ホイッスル。僕はどのよ5にして 
この喜びを巧わっていいのか一瞬 
わからなかった。ちの勝利のホイ 
ブスルを日本にいるハンドボ I ル 
の先輩諸兄に聞いでもらいたかっ 
た。みんなそう思ったに違いな 
い。苦しい合宿の成果がパル•トビ 
ッチで実を結んだのだ。/」の富 
び、この感激はおれることができ 
なぃ。 

耳に残るあのホィッスル 
を田純男 

勝利の瞬間、私は飛び上がっ 
た。待ち庐待った勝利。松は19 
64年3月6日午後8時が分を忘 
れないだろう。試合終了を告げる 

ものホイッスルの音、いまでも私 
の耳に聞えてくる。勝利のホイッ 


スル。"日本は勝ったのでずよ" 

と話しかけるようなものホイッス 
ル。いまでも胸がわくわくしてい 
る。ちのホイッスルをもういちど 
私のこの耳で聞きたい。 

感 激 

宮原宏 

僕は感激した。先輩が日本の勝 
利を攝ったのだ。僕は先輩の技術、 
閣志、根性に頭が上がらない。団 
長さんも監督さんも淚を流さんば 
かりの喜びよう。摸はじ一んと胸 
に迫 まる ものがちった。みんなに 
なんとお礼を言っていいのかわか 
ら なかった。ル ー マニアの選手が 
ロブ カ t ルームまできて日本の勝 
利を祝福してくれた。うれしかづ 
た。未熟な僕を選手団に加えてく 
れた渡辺团長さん、高鳴先生、そ 
れにおを送り出してくれた古館常 
務さん.はじめ会社の先輩、同僚た 
ちに、むから感謝しています。 

強い団結力 

斜原正備 

■先斐のちの必死になっている 
姿。ひとりの交代もなくがんばっ 
てくれた先輩。あのファイトには 
頭が下がる。僕の喜ぴよりも渡辺 
団長さん、嵩嶋先生、7人の先輩 
の喜ぴの方がはるかに大きかった 
に違いない。強い団結力—これが 
勝利となったのだ。ちの ホイ ッス 
ルを間いたとき、僕は飛び上がっ 
た。をさん(宮原宏〕も飛び上が 
った。僕の胸はどきどきした。急 
いでスタンドからロッカールーム 

へ走って行った0 
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〔評〕日本の完敗だつた。前半 
3—0 とリードされた直後の5分 
に、エースれ野がソ連のものずご 
いボディ I V チユックで左眼の上 
を切り退場した。試合中の負傷と 
はいえ、か野の途中退場は痛かつ 
た。日本は前日ノルウ&1を破つ 
て上昇気運に乗つているときだけ 
に、このアタシデントは日本の敗 
因につながつてしまつた。ソ連は 
意識的にか野を負傷させたことが 
タイム アップまでの’間にプレーの 
中ではつきりわかつた。"勝つた 
めには手段を選ばず4のきたない 


ソ連じ敗る 


プレ！の連髓であり、このソ連の 
ボディー•チ t ックでからだの小 
さな日本選手はひとたまりもなか 
った。ソ連のこのきたないプレー 
に大観衆は怒り出し、笛を吹き、足 
でフロアーを賊っ.て騒いだ。大き 
なソ.連選手が小さな日本選手を前 
後から押えたり、故意に突き飛ば 
したり、劇っ飛ばしたりする乱暴 
なプレ I の連続。竹野な外に負傷 
者が出なかっただけょかったほど 
だ。日本はこのラフプレーに怒り 
田口、宮原糜もソ連選手を押しの 
けたりしていたが、どうにもなら 
なかった。.世界選手権でこんなプ 
レーを見せるのは心外だった。こ 
の試合で目についたことは、ッ連 
の選手はレフエリ1の目をかずめ 
て、悪質な反則巧為を寺っていた。 
ポス.卜になつ日本選手をうしろか 
らすつぽゥだき抱え、ちるいはし 
っかりと腕をからませて動きを止 
めてしまう。一般人が大鹏、相戸に 
押えられて動けない のと 全く同 
じ。それに日本選手のプレーはお 
となしすぎるし、ソ連の ょうなラ 
フプレ I を少し.でもいいから マス 
夕 I して行かないと、これからの 
世界選手植では勝てそうもない。 

試合は竹野の退場で日本の玻擊 
力は半減、とくにディフュンスの 
コンビが くずれてソ連の攻撃を食 
い止められなかった。ソ連は化野 
の負傷退場で元気づき、ロングば 



かりで攻めてきた。前半 K 巧まで 
に： 2 J —0 ともっ さり 大差をつけら 
れてしまった。化広のロングに期 
待をかけ、住広を前に出して 5 — 
1のディフでンスを敷いて速攻体 
制。の分にホ上が右サイドから巧 
ングを決めて1点、撕分住広の口 
ンダ、乳み新のジャンプシユート 
で3点を返したが、勝負はすでに 
かまっていた。ソ連は両サイドを. 
ぅまく使い、早いパス、ジャンプ 
パスで日本ディフユンスをがかせ 
て正面をぅまく開けた。これには 
日本もキリキリ舞い。ジャンプシ 
ユ .— 卜 、ポストプレ^ " 、ロングシ 
ュ ー トと ソ連のぺ ー スと なってし 
まった。 

後半のソ連は 二軍 選手を出して 
余裕たつぶり。日本も W 分すぎに 


か野が再び出場して健聞した。こ 
のゲ I ムで感、むしわのはソ連のジ 
ャンプカでもる。.ジャンプによる 
フュイント。ハス、ジャンプによる 


ロングシュ I 卜はス4^^ルが大き 
く、日本選手の頭の上で楽に。ハス 
できる。ソ連の技術がこれほど進 
んでいるとは思わなかった。 


'.第3戦， 

ル I マニア じ善戦む をし 


▽ 9 日 

ノルゥュ 


古 


fcue 

這 


r マニ艾誦 NyuB ホ 

〔評〕ルーマニアは2連勝をね 

らぅだけも.って、攻擊力、防御力 
とも実にすばらしかった。を裳面 
では早い。ハスを大きく回して日本 
ディフュンスを前におびき出し、 

ゴ I ル正面をガラをきにさせてお 
いて鋭く柴っ込んだ。しかもシュ 


1卜がスピード豊かで、.さすがの 
GK 福本もどぅすることもできな 
かった。左利きのグル ィァ 、それ 
にエースのモーゼルのジャンプシ 
ユートは 見事だった。 •クルイァは 
左腳にゥエートをかけ、ボ I ルそ 
のものに重みがちる。 イワ ネスタ 
の強肩、手首の強さにも感、むした。 
ホ テレアは 7 メ ートル要員。4本 
とも成功した。二段モーシヨンで 
GK を前におびき寄せる タイ ミン 
グのぅまさ。ル I マニアに艰らず 


A 轴 

1 . 西 独 

2 . ユーゴ 

3■東 独 
4■米 国 
(注=勝ち2点， 

B 組 

1 スウ*ー デ 
ン 

2. ハンガリー 

〇 アイスラン 
ゴ. ド 

4. ァラブ連合 
C 組 

1. チ A コ 

2. デンマーク 
3:スイス 
4. フランス 

D 組 

し ルーマニア 

2. ソ 連 

3. ノルウエー 
I 4.曰 本 


ラァ連ァ 1ス連ァ 連ァ 

ンイ合ラ デゥ合ラ 合ラ 

ドス ブ ン * プ ブ 


210 5131 

210 45 36 

210 40 39 

0 3 0 28 58 

3 0 0 63 3日 

210 53 40 

12 0 38日6 

0 3 0 4164 

3、0 0 70 36 
12 0 65 39 
12日37 47 
12 0 40 90 


(ルーマニア） 

モーゼル 
グルイア 
ナデア 
コスタケな 
ナテレア 
イワネスク 
イアコブ 
ポベスク 
二 力 

ボコレン 



171266 (1) 7 MT (4) 693626 

注=ルーマニアの GK にシュムト1 
がもる。 



日本—ル-マ-ア，モ—ゼルの买進をか•野うまくつぶす。ちは化村，右 I ホ田口 


フラン 

ス 

スイス 

フラン 

ス 

デンマ 

—ク 


スイス 

フラン 

ス 


失点的お 
得点前 W ^巧^5^ 
引分121〇 ^ 
負数〇 〇13き 
勝数211〇弓 


巧1102422680 
^ 己723己74300 
S9 。 475^8631 


ソ速でもノルゥェ—でもジャンプ 
巧はほめていい。ボールを完全に 
:つかんでいるのセなんでもできる 
わけ。 , 

防御面は日11ディフュンス〇 
早く動き、アタックも鋭い。日本' 
のパスはスピ I ドがない上に短か 
いため、ル I マニアに簡単にカツ 

卜された。また日本選手が突っ込 
んで行っても、 2- 人ないし 3 人で 
つぶして しまぅ。 このつぶしの早 
さは大したものでちる。自分のか 
らだを日本選手に密着させてつぶ 
すのだ。からだの小さい日本選手 
は簡単につぶされた。おとながこ 
どもを押しつぶすようなもの。 


K 

G 


が巧％村ぶ斤上秦 


曰 


新 


;竹宮田北住-井福犀 

S の9124 W 94 〇〇 
得63000111 〇〇 
防12103325 〇〇 
A 退場なし 



他グループの戦廣 


アイス 5、8——5\ 

ランド11,8 —3 心8 


「 A 組」(ゴットワルドフ) 

.▽ 3月6日 

西独 W なぶ。—ゴ 
U 弓きかけ U 

東独 W 品 nm )9 ホ H 

▽ 7 日 

ユーゴの命 N パ)3ホ！！ 

西独じな u)s. ま独 

▽ 9 日 

西浊 M 品 N パ) U 米国 

ま^文げパぶユ—ゴ 

H . 引き分け H 

「B が」(ブラチスラバ) 

▽ 3月6日 

スウュ 

1デン 


▽ 7 日 
ンガ 


里 n )9 


i 30 

り 1 5、1 


アイス 2、 

ランド1 卢 

▽ 9 日 

スウ A 目/^2:13ン 1 

I デン 2百— 8 Y 


ンガ 


h /^917 ン 1 

。一。— 4 Y 


I - C 姑」(プラハ〕 

1> 3 0: n 6 曰 

チ。。及 IN パ.' 

デンマ 6 f 9—. — 日' 
I ク 1^7^8' 

▽ 7 日 

スィス巧巧 
チ：乂 n 


6 ' 


4 


U ——4ン 

-4 ^ 


ハンガ 


— 8 

-7 

•4 

▽ 9 日 

t コ义邸 u)s 
デンプ目/"2——日 一3 

—ク 2貧— 8 V 


隙庶日4 3 〇 


4 4 4 0 


6 4 2 0 


6 2 2 2 


日本のシュ—卜が弱いので、ルー 
マニアはボ I ルをたたき落とすと 
得意の速攻に移る。日本選手がシ 
ュートモ I ションを起こすと、両 
サイドにいた選手はダッシュ。ル 
1マニアのディフユンスが日本の 
シユ ートを たたき落とした ときに 
は、両サイドからダッシュした2 
選手はハーフラインをはるかに题 
してボールを待っている。このダ 
ッシュカは大いに学ぶべきなでも 
る0 

試合は前半巧分までに 9—4 と 
.日本も大いに善戦した。しかしル 
—マニアの各選手は平均した得な 
力を持ち、ポ I ルをキ ー プナ ると 
日本は全く手が巧なか.った。後半 

のルーマニアはダルイア、ホテレ 
ア，イヴネスタの好シュートでな 
差は開くばかり。結局実力の差の 
とおゥルーマニアが大勝した。前 
日のソ連のラフプレーに比べると 
ル I マ.ニアのプレーは実にスマ I 
卜である。それでいて基本巧術を 
忠実に守り、，.各選手が自みのぺ一 
スでゲ I ムをやっている。一見し 
てス ロ.— スタ I タ ーのよぅ だが、 
これはもせらずマイ。へ .1 スなの 
だ。相手の選手が倒れれば手を貸 
して起こしたり、相手のボールに 
なるとボールをちゃんとフロア1 
の上に静止させる。もしプッシン 
グの反則をずるとすぐ相手選手に 
頭を下げてもやまり、実に気持ち 
がよかった。これは.名監督クンス 
卜の指導によるものである。 

日本はル I マニアに販れて 1 勝 
2 敗と なり、 ソ連、 ノルウユ I と 
同率となった。しかし大会規定に 
より ソ連が2をと なって 準決勝 リ 
I ダに進み、日本と ノ ルウ H 1 は 
失格した。(大会規定とは絕得点 
を総失ぶで割り、得点の多いチ I 
ムが上位となる)。 


9 








. 準が勝リ ー グは プラハに 8 チ I ムが集結し、 u 日から 
. AB 両 ブロックに 分けて行なわれた。地元チェコチ I ム 
の 出場と もって プラハ 体育館は)巧八千人の観衆で大入 
り満員、日本では ちょっと 想像 もつ かない。この体育館は 
実にりっぱで ちる。ドーム 式の灭井、，両サィドの観覽席は 
4 階までもり。照明設備 も申し ぶんない。フロア I は板 
張りで緑を、 パルド ビッチの体育館と違って歷房設備が 
整っていてホー，ハーがいらないほど。記録席は観覧席の 
最前部にちり、反則退場者の席ももる。出場選手は記録席 
の真向いの通路から 4 列になって入顯、審判团はレフ王 
リーのほか ゴ）ルジャッジ 2 人、ラィンズマン 2人の計 
日人。日本選手固は記録癖の左隣りの最前列で観戰した。 



西独、不覚の一敗 

▽ U 日(カッコ巧ば第1次リー 
グの順位〕. 
rA 組」 

城 i 科接 

得 6 2 0 4 1 


2 


丄3 r 


0| W 


ョフ】ンツツ 


ガン 
ン - 


シア 


ク 


ラ. 巧 


，卜 


チ 


マラ 


已 


いフビバアコラスタ•ハ コ 

K 

一 G 

ンカ 

ールツングス七ンフスス 
盼ナルマンカイ玉ルフ 

がぅ リ ハルキ ブレ ウラテレ 
ちスーチブーュュルル 
烟ログバスル.ルミシグ•ハデ 

得〇 15051300001 
〔評〕西独は立ち上がりから元 
気なく、得意の速攻が出なかった。 
シュ ート そのものにスピードがな 
く、ディフュンスもなにかもたつ 
いていた。ハンボリーは西独のす 
きをついて速攻をかけ、この速玻 
が効かなくなるとこんどはポスト 
プレーに切り替えて西独を圧倒し 
た。西独は前半册みに初めて6 — 
日とリードしたが、ハンガリーの 
ラフプレーに気遅れして前半 71 
7 のタイスコアにされた。後半に 
なると ハンガリーは攻勢に出て 9 
分に；：：！一^9とリードした。そして 
長いパスを続けて西独にボールを 
渡さず、西独をじらしながら自分 


のぺースに巻き込んだ。西独はデ 
ィ フェンスを 5 —1、4 1 2 とぅ 
まく使い分けながらハンガリーの 
ロングシュートを押えていたが、 
站分、^分の二回にわたってヵッ 
卜されて逆襲を許し^—巧と？^^ 
離された。この 4 点のアヘッドは 
西独に とって 痛手となり、この差 
のまま タイムアップと なつた。西 
独は撕分をすぎてから激しくアタ 
ック したが、ばん回できなかった。 

スウ正 I デン滕つ 

スウ - 1 、 D 1/ ユ t ゴ 

デン (B 说(別—パ)3 組2 

組1位 ) r 、袋 


得 01400137200 

づ クーク 
*^タンクバザクッタスリッ 
i ビ ヤッコ •トツ ビス リ ラ 
シネンビコメ> 夕 
卜_ラレラゴルグカス 
ビコデサカべミ ザデデモ 

ご； 、 

K 

G 


ン 

デ \ 


ヴ . 


8 


'ル トーム I 

ルス スロ 
ごダンバ_ンルイルトグロ 
ルソーニソ クスス ブ 
ーペルカルン ネム，ク ルンド 

スン ー _ーハルト-ン 

いカカアヤヨダアネカリリ 
得 350040 W 1000 觀 
〔評〕ユーゴの出足は鋭かつ 
た。前半 8 分までに ザグ メスタ ー 
が 3 点、.デラ ネックが 2 点をちげ 
て日 —2とリ ー ドを奪った。早い 
パス、力強い突進力、ジャンプシ 
ュートなどでスウ ュ ー デンのデイ 


フュ ンスをものの見事に切りくず 
した。特にザグメスターはスウ.エ 
1デンゴール前をょく走ってディ 
フユ ンスをゆさぶり、チャンスメ 
1力 I となった。しかしスウ王1 
デンは少しもあわてず、自分のぺ 
1 スを保ちながら徐々にピッチを 
ちげて巧った。アルムクイストが 
強引とも思われるロンダシュー 
卜、もるいはジャンプシュートを 
かめて差を縮めた。ユ I ゴもザダ 
メスターの好巧で1点を争ぅゲー 
ムとなり、前ホユーゴがやっと1 
点の リ I ドを 保った。 

後半になると スウ エ ー デンは力 
—ル ソン、アル ムクイストの 好コ 
ン ビネ— ションで得点した。ユ ー 
ゴ GK の弱点をつくアンダ—シュ 
I 卜 がょく決まった。ユ—ゴ は巧 
分に ビ•トビ ク、。分にデ カリスが 
■ 2分間退場するハンディーを背負’ 
い、スウュ I デンに引き離された。 
■この試合は実に荒っぽく、両チ I 
ムで計 7 人の反則退場者を出した 

チエコ、闆おの勝利 

「 B 組」 

皆ぃ An ) 品‘指 

〔評〕チ t コは地元の声操で立 
ち上がりから堅くなっていた。ソ 
連のものすごいアタックに手を鼎 
き、 しかもソ連 G 反の好守にはば 
まれて得点できず、くやしがって 
いたほどだ。化かに トロ ヤンがう 
まい ポスト プン ー で目—6 と 追い 
ついてから急に調子を出した。の 


分ハフリクのシ 


.で初めて" 
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(ルーマニア） 
ャ‘コブ 
ポベスク 
ナデア 

モーセ •ル 
ナト 
グルイァ 
ホテ レア 
コスタケ丘 
イワネスク 
レドル 
タ レ 


} GK 


(テン マー ク） . 
サン ド 
ぺテルセン 
J • 〇 •ハンセン 
アンデルセン 
パルンス 
クラメル 
M • ニールセン 
J -P •ハンセン 
スカーラップ 
ホルスト 


(3) 7 MT (4) 



ンスがなかった。この 差が最後 ま 
で 響き、ソ連はばん回できなかっ 
<た。この試合のレフェリ ー は 西独 
''のシユナイダー氏、彼のジャブジ 
は実にうまかった。ソ連 選手が レ 
フユリーの目をごまかそうとした 
が、シユナイダー巧の目は少しも 
なわなかった。ソ連の荒いプンー 
は結局反則退場者を出す破目にな 
った。選手の動きをょく見ていた 
し、きわどいプレ I にたいしても 
少しもためらわずにゼスチャー入 
'りで 判定をくだしていた。 H キサ 
イトした試合には、ンフェリーが 
落ち着いたジャッジを すると、 むが 
休まる。とにかくうまいレフエリ 

—だった。 

さすがはル I マニア 

ル1々二 、〇?/ デンマ1 
ァ〇=1組な(別 u ^) 巧ク S 組 
5 r 8、 2位) 


1位) 


得 13502 0 301 〇 


5 


得 1 04 W 11 20600 -扣 
〔評〕ルーマニアの 勝利は順 
当。スロ]ホフ後 W 秒にモ I ゼル 


デンマークはフュイントパスの連 
続でルーマニアのディフュンスを 
くずそぅと したが、ルーマニアは 
その 手に乗らなかった。ルーマニ 
アは基本技術を完全にマスター 
し、デンマークょりはるかにラま 
い。また他のチームはレフュリー 
に&反のを代を通语しなかった 
が、ル I マニアはクンスト監督が 
自らレフュリーに通告して G にを 
ム父代させていた。ル I ルを ょく 守 
ると ころはさすがでもる。 

▽。日 

ュ—ゴ逃げ込む 

「 A 組」 


ユ—ゴ 

( A 組2 
位〕 

〔評〕前半両チ I ムとも堅くな 
ウすぎておもしろくなかった。互 


一 > ハンカリ 

典 n ぶ お B ぁ 


得 5 040130011 〇 


いヨフンッッー 
^ンアクラ 
• V チ 


ン 


デヤー r 
スンブ 


ンク 


.マラロ L ス 
いフビアコラスタバドクコ 

K 
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ク 

ビ ク 
ノククンバツ 
アツビ コビ 
フネ，カンコ 
ぃテラトンル 
スデビビサミ 
^210006 


ンザタ 

ャドス 
シ メ 

ーラダ 
コカザ 


ク 
ッン 
ラニ 

タヤ 

スン 

モバ 


016 〇 〇 
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T 

M 

7 


6 

いにブロックプレ I が多く、前半 
だけで 6 回も 7 メ I ト ルスロ！ が 
もった。プレ I は荒く、取り上げる 
ものはひとつもなかった。長く 口 
I リングバスを続けてチャンスを 
待つ i 的な戦法。ユ—ゴ.は8分 
に 311 と y — ドしたが、このあ 
と別分まで得点なく、ハンガリー 
にじわじわ攻められて撕分には 5 

- 3 と逆にハンガリーがリ I ド日 

ユ I ゴは别分からの分までフリー 
スロ—、ジャンプシュ I 卜、ノ T 

マ*—クシュ I 卜などで 9-7 と逆 

転に成功した。 

後半になるとハンガリーはアド 
リブン、フてンョに巧たせ、 U 分 
には巧—：3と1点差に詰め寄っ 
た。挪分にユーゴのザグメスター 
が2分間退場し、このスキをねら 

ってハンガリーはスチラーのロン 
グで巧—巧とし、試合はふり出し 
に戻った。ここから激しい攻防戦 
を展開、ゲームは荒くなるばかり。 
互いにサイド攻擊を忘れ、' やたら 
に正面からロングを巧つだけ。ハ 


- 

1 


が中央からゲットして先取点をち 
げた。このちとしばらく互いに出 
方を見ていたのでチャンスがなか 
った。やっと4み W 秒にイワネス 
クが目もさめ るょぅ なジャンプシ 

ユ t 卜でル ■ — スニアが 2-〇とリ 

1 ドした。ル I マニアはデンマ ー 
クのゴ I ル前で早いパスをみせ、 
少しでもスキがもるとチャンスを 
つくった。デンプータはル！‘マニ 
アの厚いディフェンスの壁に苦戦 
し、 フリ ー スロ 3 •ライン 後方から 
苦しまぎれのロングを打つだけ。 
4 分 W 秒から8分までにサンド、 

ベルンス、 J-P •ハンセンのロン 
グが成巧していちじは 312 とリ 
1ドした。その後撕分まで1点を 
争ぅシーツーゲームを展閒した，0 
ルーマニアはこのロングをつぶす 
ため、ディフユンスの詰めを早く 
してデンマークのロングを封じ 
た。このちたりルーマニアのぅま 
さが光った。デンマータは W 分か 
ら前半終了まで無得点、ルーマーー 
アは全選手とも自分のぺ]スをょ 
く守り、モ I ゼルの好打で前半 W 
1 7とリー ドした。 

後半のル ー マニアは 4 分までに 
ホテ レア、 モ I ゼルのシユ I 卜で 
UI 7 と安全圏にはいった。デン 
マ ー ク もしき りに巧ングを飛ばし 
て食い下がったが、ロンダシュー 
ターのサンドにコントロールがな 
く、 J，p •ハンセンひとりでは 
ルーマニアに街が立たなかった。 


得212 2 r 


-331000 


けュ R 


齡クリースタル.】ルリルン 
連ブー J タルマギイ】マチ 
ュノウべジルナュジン 
レタル•オク••レ 
バビア T ゲミ ZA ， ハ 


K 

G 

、 f / 
ヤ^ 
ス 
シノ 

ビ 


ススフロクンンク 

户レ >い^ゼ 


5 


4 

C 

T 

M 

7 


i ベマジフハへトラ 

得 12424032 
J ドし：フレ！に余裕が出てきた。 
ソ連の攻撃は巧変わらず激しく、 
前半 3 人の反則'退場者を出す荒い 

プレ10チ王コはこのツ連のブレ 

I に怒り出し、試合はユネサイト 
した。 一巧 八千人の観衆が一斉に 
チ正コに声援を送り、広い館内は 
わき返った。チュコも次ぎ次ぎと 
3 人の反則退場者を巧せば、ソ連 
はいち じは 4 人攻撃、 4 人防御に 
追いやられた。 この ソ連の 4 人を 
撃がチュコにぅまくつけ込まれ 
た。前半1点だったが、 この 差が 
ソ連にとって.負担となった。 

後半1分ソ連はエリックのシュ 
1卜で 9—9と 追いついたが、チ 
ュコは自分のぺースで試<口を進 
め、少しもちわてなかった。そし 
て W 分から W かの間に 4 点をあげ 
た。この間のソ連は W 分に T •ジブ 
ルの 7 メ ー トル スロ I 1本だけ。. 
チェコのディフュンスは厚く、リ 
連が激しくアタックしても効め目 
がなく、逆に押しつぶされてチャ 



ンガリ1にとつて痛かつたのはの 
分 W 秒にクンィンが反則退場した 
こと。これが敗因となつたといつ 
ていい。ユ I ゴは激しく攻め、別 
分フリース ロー のポィントに立つ 
たカラドザがザグ メスタ I に パス 
してから ぅまく ポストにはいつ 
た。そしてカラドザからのリタ^ 
ンパスを受け、ふり向きざまに殊 
動のシュート。これが見事に決ま 
つて巧。残り時間6分をがつ 
ちり固めてそのまま1点差のまま 
逃げ込んだ。 

スゥ HI デン敗れる 

西 独/ 815 / スゥ*1 

CA 組 i 又^^で デン呑 
袋 言—ミ組1位) 

得20312000 0~8 

ム 1 


ゴ * * 一‘ 1こ： 

ダンイルトーツル 
t ルソク•、スこイ 
^ペンム•いルルタネ 
けンハルト】-ス 

C カヨアネカヤグダ 


-ク ’ 

ンカッ 6 
が グ センラ ( 

细フルジェンスイ ti トス 

ラリー ふけ^^ゥスけ 

巧 ンフーュュ•ル 

巧グダホラルルミシ B デ 

泻11.4 26020〇〇 W 

〔評〕この試合は見ていて気持 
ちがよかった。プレーが実にきれ 
いで、.東—欧諸国のチームに比べて 
スプートだった。両チ I ムとも基 
本プレ ー を完全にマスタ I してい 


も 


るので、ソ連のょぅな乱暴なプレ 
I はひとつもなかった。しかもフ 
ァィン プレ 1— が多く、 とくに 両チ 
—ムの GK の好守は見事だった。 
西独は自分の真っ正面にいる選ず 
から目を離さず、自分に与えられ 
た任務を完全に果していた。簡単 
にできるょぅだが、なかなかでき 
ないものでちる。スゥュ I デン選 
手でほめていいのは相手ポールに 
なったとき、ボールをその場にき 
ちんと置いて斗’備についていたこ 
とでちる。これには感、むした。試 
合は前半 スウュ ー デンが健閔した 


が、後半西独がものずごいカット 
戦に出て速攻をかけ、ルブキング、 
ランジユの巧巧でスウエーデンを 
一:えた。 

「 B 組」 

ソ連勝つ 

ソ 連、〇 〇 / デンブ ■ 

お f 若 N " ぶ い辟ぁ 

〔評〕前半はデンマークが押し 
ていた。 W 分まではスカーラップ. 
.のきれいなポストプレ I が2本が 
まった。 リタ ーシパスの タイミン 
グもよかったが、スカーラップの 


得〇已024101100 

ン ンンン 
^ センブセンンセ セ 
T ' ドンセッルセセルンンル 
ー ハルラ】•トルー' セセテ 
ン^デーニンべニルルぺ 

む J ンカ•ベラ•テデ • 
わサ JK ス M スグ J ペペ M 


クリースタル ー ルリルン （ 
透ジーリタルマギイ-プチ 
ユノゥべジルナユジン 
ノ！ •レタル•オク••レ 
〇エ R バビア T ゲミ ZA バ 

得2240045000〇 ^ 

機敏な動きはりっぱだった。ソ連 
が2人でスヵ ー ラップを マー クし 
ているのに、これをふり切っての 
好プレ1でもる。の分から如分：>^ 
.でソ連の逆襲を受けたが、堂々と 
したプ レー を続けた。デン マ I ク 
はソ連のボディー•チユックに手 
を焼いていたが、かしもちせらず 
にマイぺ I スで試なをしていたの 
はさすがは伝統もるチ—ムだ。 

後半互いに慎重になり、ボール 
キープが長くなった。したがって 
プレーそのものはおもしろみがな 
かった。。分まで両チ I ム とも1 
点を取っただけ、勝負は残り U 分 
にかかった。ソ連は激しい当たり 
でデンマータのディフユンスをく 
ずし 、 T •ジマル、ゲオルギ I に 
打たせて就分には^—と3点を 
リ I ドした。デンマータも J • P • 
ハンセンにボールを回して反撃し 
たが、ソ連の荒いプレーに振り回 
されたのは惜しかった。 




準み勝リーグ順位 


( A 組） 

1. スウ A —デン 

2. 西 独 

3. ュー ゴ 

4. ハン ガリ— 


試勝敗 
合数数 
3 2 1 
3 1 1 
3 11 

3 12 


引得失 
合点点 
0 46 42 

145 41 
148 52 
0 42 46 


注=西独，ユーゴは1勝1販1引き分けの 
-同率だが，大会規定（得点+失,なの上 
(左) により西独が2位となった。 

( B 組） 


クレーブ 

ニア 

3 

3 

0 

0 

57 

44 

チ * 

ご 

3 

2 

1 

0 

47 

41 

ソ 

連 

3 

1 

2 

0 

46 

48 

デンマ 

—ク 

3 

0 

3 

0 

40 

56 


注=準決勝リーグは2試合しかやらないが 
第1次リーグの成績1試合がそのまま 
適用される。たとえば ルーマニア対ソ 
連戦は ルーマニア が16—14で勝 っ てい 
-るので，準か勝リーダでも試合はやら 
ないが 16— 14で ループニアの 1勝と し 
て計算する。 


れた。その間にチュコは別かラダ、 
进分撕秒マレスの好シュート、巧 
分ラダの7 メ I トルスロ！で W — 
巧と1点差に追いついた。残り時 
間はもと3み。にい体宵館はチ H 
コの声援で剖れんばかり。ところ 
が抓みにチ-コのフロロが反則退 
場した。チュコの監督はベンチか 
ら飛び出してレフユリ I に抗議。 
観寛睛からファンがコ I 卜に降り 
て大騒ぎ。二階、一一一階から物が飛 
んでくる。観衆は絕立ちになって 
口巧、怒号のぅず。チュコにとって 
はフロロの退場は痛い。しかしレ 
フェリ I はチ-コの抗議を一綱し 
て試合再開。(ル[マニアは化分撕 
秒から i 点も取れない)。残り時間 

は1ヘリ孤秒。ルーマニアはゆっく 


りボ I ルを回してスト—リングに 
はいった。チ正コは猛烈にアタッ 
クするが、ル I マニアはかしもあ 
わてずに大きくポールを回しタイ 
プアブプ。レフユリーのホイツス 

ルが館内に響き渡った。体育館は 
再び怒号、口笛のぅず。レフ-リ 
のホイッスルも聞えない。チュ 
コのマレスはホイッスルが聞えな 
かったのか、単身ドリブルでシュ 
I卜 ずるほどだった。大観衆は帰 

ろぅと もせず、ル ー マニア選手が 
抱爹合って勝利を喜んでいるのを 
見て物をおげるなど大変な騒ぎだ 
った。このゲームで見るべきもの 
はル]マニアのモ I ゼルの好プレ 

1だけ。事実上の優勝戦としては 
ちょっとお粗末だった。 


チエコの善戦及ばず 


ル1マニ 7 y チユコ 

ア S 組里？ U 8 一巧ぶ組1 

位レ 


を) 


得 61422000000 

- 

キ 

ス 

フ ト 

^ダススクダンンロラヤス 

ュュネレパルマ t 品こ 

^!^デべマハラへトフビビア 

, <■- 、 

K 

) G 


ク な 
ブクアスアトルアケルレ 
コス ー L ネイゼレ タド 
コべテワルーテス 


ブ 


いヤポナイグナモホコンタ 

得3002026210〇 W 
〔評〕事実上の優勝戦。定員一 
巧八千人の体靑館が大入り満員、 


は一巧八千五百人という。地元チ 
a コ への声援はものすごかった。 
'スロ ーオフから タィム アップまで 
の W 分間は口笛と歓声と怒号の連 
-梳。ヒィキの引き倒しの観がちっ 
た。 ちまり いい感じはしなかった。 
もうかし 冷静な気持ちになってゲ 
1ムを見ていたら、もるいはチ正 
n が勝っていたかもしれない。チ 
- コ人の気違いじみた声接がちっ 
たためかどうかはわからないが、 
試合の内容はそれほどょくなかっ 
た。この大歓声の中でル I マニア 
はかしも臆ずる ことなノ 、、堂々と 
チュコに 立ち向って r 点差で勝っ 
.たのだから大したものでもる。前 
回は延長戦のずえ、チでコを破つ 
て慶勝している。まさに貫録じゆ 
うぶんであった。 

スローナフからロングの村ち合. 


主催者の公巧発ぶによると入場者い。ぶみまでル—マニアが 312 


シ 



チ 

が 

ネ 


た a 

ぷバ H 

: チ 

* 一 
ア 


とリー ドしたが、これはいずれも. 
ロングがかまったもの。チュコは 
大観衆の声操にのまれて堅くな 
り、動きが鈍かった。逆にル—マニ 
アはのびのびとブレーしていた。 
この差が勝販を巧めたいといって 
いい。ル I マ-ーアは W 分抓砂にモ 
—ゼル •イヴ ネスクのきれいなコ 
ンビネーションプレーで、巧巧に 
はモ I ゼルの巧みな化めの.シュ I 
卜で、巧を W 秒モーゼルのものす 
ごいジャンプ、 U をコスタケなの 
カブトからの ノ！ マ J グシュ ） 

卜、が分如秒速攻からヤコブのノ 
•—ブ I クシユ I 卜で813と日な 
差をつけた。わずか8分間におけ 
るル I マニアの爆発的な攻撃力は 
実に見事なものであった。チェコ 
は必死に反撃して前半2点差に詰 
め寄った。後半もぶみまではル— 
マニアのぺ I ス。得点は；^—9。’ 
ルーマニアはこの日点差でちょっ 
と気を抜いた。といぅのはいたず 
らにボ I ルを巧して時間かせぎに 
出て、速なが影をひそめた。チェ 
コは徐々にピッチをもげ、じみに 
は： 5 — 口と4点差。ル—マ1ーアの 
励寺は鈍くなるばかり。それにポ 
イントゲッタ1のモ1ゼルが撤底 
的にマ I 夕された。ナ H コは小桐 
のエ I ス、マレスがゴール前を觀 
しくホり巧って自らチ^ンスメー 
カーとなった。ル I マニアのディ 
フュンスはこのマレスのをい動き 
にとまどい、防戦一方に追いやら 
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ン 

ジ 

ブ 


ク 

ク 




7 MT (3) 


(西 独) 

スチルマン 
グリル 
ランジュ 

ホニジ 


得（ソ 連） 

5ユリック 
3民•ユーリ 
4バレリー 
0ビタウタス 
0アルベルタス 
8 T • ジマル 

2ゲオルギー 
3ミクナイル 
2 Z •ユーリ 
0 A • ジマル1 
0バレンチン J 


— G が 


(ユーゴ） 

ビドビク 
デラネック 

ケクブン 

カラドザ 

サレンコバ 
ブェゴビク 
ザグメスター 
ミル コビック 
ステフ 7 ノビク 


27 (2) 7 MT (8) 18コ 


(ハンガリー） 
フ C ンヨ 
•ビフ 
アドリアン 
コバクツ 
ケスヤー 
マロシ— 

タブスデー 
バランヤイ 
クレイン 

•ご _ 

7 MT け） 






セ ララ 
イスツ トスト 
レカルフスフス 
ュ i 1ラ•ル • 
ミルバグ B デ W 


▽巧日(フラハ) 

5—6位ホ定戰 

V 連の品 U ぶュ— 
得10023624000| 


叫 ク ンクス> 
ニスロスリグガヤダ-ャノ 3 
^ネロ レフル ロュゼ シル （ 
けべフマハラセトデラビア 

得0242440330〇 班 
〔評〕西独はチ-コのチャンス 
メ I カーのマンスにかき回されて 
しまった。立ち上がりの2分にス 
チルマンのロングシュートで先取 
点をちげたが、‘このちとマレスに 
走られてディフュンスがくずれて 
しまった。マレスは頭はハゲ上が 


チこのない)巧西独 
得 3 01242102001 巧 


3 I 4 位決定戦 


り、小さなからだだが実にすばし 
っこい。左サイドから右サイドへ、 
右サイドから左サイドへ一気に走 
り、西独をおもしろいょうにげさ 
ぶった。ちわてる西独はマンスを 
つぶそうと前に出て くる。 これで 
ディフェンスががき、そこをチュ 
コに攻め込まれた。前半の得点こ 
そ 8—7 と1点差だが、試合内容 

はチ-コの方が上回っていた。 
西独は不調ながら1点差に追いつ. 
いたのはやはり実力か？。 

後半はチ王コのぺースとなっ 

た〇デュダのロング、ラダのポス 
トプレ！などで S 分までに； 3—9 
とリ ー ドし、このあとはブレスが 

走り回って西独を押えた。西独は 

スピ—ドを欠いたうえ、。ハスが乱 
れて元気がなかった。 

5位にソ連 


チ卫 n が3に 


▽ W 日(プラハ〕 

7<30位決定戦 

デンマ 3^8——6ン4 ハンボ 
I ク 21^巧—8^1リ1 

得7 03021001001 1-^ 


差をつけ、そのままハンガリーを 
一;えた。この試合で反則退場者は 
9 人 (スウ デン目、ハンガリ 


ンンン 
センセンセ 
ンセンルセルン 
ハルセ】ド-ースセト 


.ド，^デル 


ンルス2 


けサ J ァぺ M スグ J ペペホ 
得3812025110〇进 
.〔評〕スローオフ直後から荒つ 
ぽいゲームとなり、前半6分まで 
に両チームとも2人の2分間退場 
まを出ず始末。お互いにポストに 
はいった選手のユニホームをつか' 
ん でブ-ロックし、目の 錦いレ フエ 

リーに発見された。しかも日分の 

ときはデン マー クのべルンス、ハ 
ンガリーのグラマ I が同時に退場 
を命じられた。したがってゲ I ム 
の内容はお粗末だった。スピ I ド 
もなければ盛り上がりもなかっ 
た。デンプークは前半 U をまでに 
.日—1とリードし、巧をな後はハ 
ンガリーはフュン3のロンダなど 
で2点差にした。後半デンマーク 
はロング、アンダ I 、ポストと 多 
彩な攻撃で8分までに W —7 と大 
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(スウュ-デン） 
カンペルダ—ル 
力ールソン 
ァ カー パル 

ヤールニース 
ヨハンソン 
コーリン 

アルムクイスト 
ネドバル 

力'—ルストローム 

ご ;:ブローム 
7 MT (3) 


世界選手権順位 


1 

2 

3 

4, 

己 


ルーマ^ア :: 2 卜 

スウ。ーデン言装 L 
チェ コ . S 蠢ど 
西 独^ め 

ッ連パ 

ューゴ 
デンブーク 


点 


及 


咒)のけ n 


ル I マ 
ニア 

得 2 3142070300 


3 

C 


巧 


パ S 
プ クルスケアア 
叫ブスァゼトネタレィルレ 
1 n ベデー ヮステルド 
いヤポナモナ ィコ ホダレタ 

得 10377330100 
〔評〕が育館は一巧八千人のフ. 
ァンで大入り満員。試合は午後日 
時が分から開始。いつもスロース 
タータ I のルーマニァがこの試合 
で初めて最初からロングを打って 
出た。2連勝をねらぅ意気込みは 
すごかった。第1次リーグ、準決 
勝リ I グを通じてル1マニァが積 
極的に攻めたのは初めて。しかも 
エ I スのモ I ゼルはこの試合で6 

点をあげれば本大会の最多得点選 
手に選ばれる。成り行きとしてモ 
1ゼルにポールが集まった。長身 
のモーゼルは超いフットヮ I クと 

*卜 

i ン独本ースス国合 
リラ ュ ン連 
ガス ’ゥィ、 ブ 
ンイ ル ララ 
ハア東曰ノスフ米ア 


8 9 0 1 心 


〔評〕立ち上がりから互いにェ 
I スを徹底的にマ I クした。ッ連 
の Z •ユ I リはユーゴのザグメス 
ターを、ユーゴのカラドザはソ連 
のゲホルギーを完全にマータん、 

日人攻撃の日人防御となった。 一 
お八千の観衆は一斉にユーゴに声 
操を送る。ソ連は反•ユーリがユ' 
1ゴのゴール前をみさぶってチヤ 
ンスをつくり 、 T •ジブル、ミク 
ナィルに打たせて前半リ ードし 
‘た。後半のソ連はエリック、バン 
リ，1 、 T •ジマルの3人が思うぞ 
ん•ふんロングをとばしてユ！ゴを 
狎えた。ソ連のプレ ー は 相 変わら 
ず荒いが、 ジャンプしながら 相手 
をブロ.ツクずるプレ—はうまい。 
手、足.が空中で自由自在に動く勘 
はたいしたもの。ソ連 GK の A • 
ジマルのプレ I はネ大会 GK の N 

01である。日本の福本ょりも小 
さいが、：実に鋭い反射神儘を持っ 
ている。下は絶対に強く、腰から 
上は両手でじゅうぶん補ってい 
る。ジャンプカもあり、こんな小 
さな GK がシュートのたびにファ 
イン プン ー を見せ、ファンをびつ 
くり させた0 


大きなフユイントでスウェーデン 
バックスを圧倒し、思ぅぞんぶん 
ジャンプシユートを巧った。スウ 
ユーデンはカールソン、.カールス 
トロームの長身者を前面に押し 立 
ててモーゼルに対抗した。 平均身 
長はスウユーデンがまさってい 
る。スウでーデンも負けずにロン 
ダを巧った。ルーマ.一ーアは1分 W 
秒、2 み 巧秒にイヮネス ク がが，シ 
ユートして2点、3分にモ I ゼル 
がゴール真っ正面からアンダーシ 

ユ"■'卜して3-〇とリ I ドした0 

スウユ ー デンは 4 分にカ ー ルスト 
ロームの見事なジャンプシユート 
次いで 5 分にアカ I バルのロング 
がかまって 3 —2 とした。ロング 
の巧ち合いで体育館は大いに沸い 
た。-日分孤秒モーゼルが 7 メート 
ルスローを決めると、スウ卫1デ 
ンも6分カールソンのジャンプシ 
ユ ー トで 4 1 3 といぜん 1 点差。 

スウ卫 I デンのディフェンスはル 
1マニアのモ I ゼルをつぶそぅと 
ものすごいアタ.ッタに出た。8分 
W 秒ルーマ-ーアはナデアのジャン 
プシユート、9分 W 秒に早いパス 
からモーゼルのリタ！ンバスを受 
けたコスタケ丑が左サイドからプ 

ロンジョンシユートしてルーブニ 

アが 6—3 とした。スウェ]デン 
もアルムクイストが W 分抓秒にゴ 
1 ル真っ正面からロング、巧分に 
もジャンプシユートするなど激し 
く巧ち合った。だが攻撃力ではル 
1ブニアに一日の長がもり、その 
後モ ー ゼルが 3 点をもげて前半ル 
_—マニアが1点リ*~ドした。スウ 
ュ I デンのヤールこ I スは前半班 


みから 2 み間に 3 点をちげ、試合 
をおもしろく， した。 

.試合の興ホは後半に持ち越され 
た〇スウューデンは1分 W 秒に力 
ンペルダールが左サイ，ドからむず 
かしいと思われたロングをかめて 
とタイにした。ここでルー 
マニアはディフュンスを固めると 
ともに、シューターへの詰めを早 
くし、スウェーデンのロングをな 
い止めょぅとした。 3 分如秒ルー 
マニアのナトがスウューデ乂選手 
をひっかけたため2分間退場。ナ 
卜はル I マニアの攻撃、防御の力 
ナメでちる。ル I マニアの 5 人防 
御の手薄をスウ王1デンがぅまく 
攻め、 4 分アルムクイストが幸運 
にも 7 メ —トルスローを決めて巧 
IW と初めてリードした。ル I マ 
ニアベンチは大いにちわて、 5 分 
にモーゼルが 7 メートルスローを 
失敗してしまった。このあたりル 
1マニアのもせりがょくわかっ 
た。ベンチのタンスト監督は立ち 
上がって指示を与えるほど..*。ナ 
卜の2分間退場が解けるとルーマ 
ニアはがぜん元気を取り戾した。 
日分グルイアが正面からジャン 
プシュート、 7 をにはコスタヶ且 
のシュートがバーに当たってはわ 
返えってくるのをモーゼルがずば 
やくゲットして再び巧とリー 
ドした。巧分にはモ I ゼルがノー 
ブータシュートして如—— W とルー 
マニアが 3 点リード。試合はこの 
ままル I マニアが押し切ってしま 
うのではないかと思った。ところ 
がルーブこアベンチはモーゼルを 
ベンチに引き揚げさせた。これは 


3点差のためモーゼルに 休養を与 
えたのだろぅが、このずきにスウ 
ューデンは 猛反擊した。か アル 
ムタイストが左サイドからヴン. 
グ、巧分3ハンソンが7 メートル 
スロー、^2分の秒にヵールソンが 
ロングをかめてたちまち抓の 
同点となった。 

試合はいょいょおもしろくなっ 
てきた。ルーマニアベンチもスウ 

ューデンベンチも監督が声をから 
して作戦を授ける。両軍選手は監 
督の指示を忠実に守った。別分に 
スウューデンのヤールニ1スが右 
からロングを決めての I のと三た 
び同点。ここでルーマニアはベン 
チにいたナトを送り出した。巧か 
ルーマニアの イヴ ネスクがアンダ 
t シュ I 卜 しての—班、撕分孤秒 
にナトがクンスト監督の期.待にこ 
たえて左が度の位置からロング シ 
ュ—卜して，过—のと2点差にし 
た。ルーマニアのクンスト監督は 
思おずニッコリ。ナトは早い動き 
から挑分に再び左サイドからロン 
グを決めて巧—班と3点差をつけ 
た。勝負化ここでやっとがまった。 
スウ H !デンは&死になって反撃 
した。全員アタックに出てボール 
をねらったが、モーゼル、ナトら 
はぅまく逃げて最後までボ I ルを 
キープ。やがてタイムアップのホ 
イッスル。ルーマニアは第4回大 
会に次いで2連勝した。ルーマニ 
ァは全選手が抱き合って勝利を 喜 
び、クンスト監督はナトの手をが 
っちりと 握った。なおモーゼルは 
この試合で7点をもげ、今大会の 
最多得点選手となった。 

(駕尾) 
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上は， 曰 本ースト コフ 炭鉱（チてコ）戦。曰本チームは卜 . 
レパン着巧。ち上は衛木に巧ちつけられたスコアボ，ルド。 
'(スト コフ で） 

右下はルー マニア •チー ム。 （パルドビッチで） 
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世界選手権 • 曰本 チーム 戦績 - 

t > 第4回男子室内(:昭 36. 3 西独） 

予選 リーグ C 組 ♦10—38 チ A コ 

が ♦11 —29ルーマニア 

\> 第2回女子7人制(昭 37. 7ルーマニァ） 
予選リーグ B 組 ♦8—17 ハンガリー 
ヴ. 0 7一12デンマーク 

順位決定 リーグ ♦10 —16ポーランド 
び ©6 —15 西ドイツ 

[> 第 1 回学生(昭 38- 1スウ ュー デン） 

ま選 ラゥンド A *15—26 X ゥ 。ー デ 

び ♦ ll — 34 デン マー タ 

び >9 —31 スペイン 
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〔写真〕下はテラビブのハンドボールコート 
左は日本 チー ムのを舎 マカビー ホテル 
ち下はナザレの巧の風景 （iU 上イスラエル） 


雨男がいるにちがいない」と声も 
り。「雨降って地固まるさ。プラハ 
へ巧けばきっといいことがあるょ」 
なるほど世界選手権で見事 t 勝をち 
げた。 

XX 

XX 
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親善試合では 

8膀6敗 


日本、第-戦失う 

▽第1戦 (2 月别日、ナント巿 

"フランス) 


ナント 

選抜 


s( 




得 110270222 r 

クン スルア 


日本 

8 


ノシシブレブャジーネンン 
リブ I -- ラシルビムナ卞 
わマプリバ ドロ ブトケムシ 

K 

G 

が巧口藤が広上田本お 
ネお原が 


"化田宮化化并金ぉ尾一（ 

巧711034 100 ooi 巧 

〔評〕午後9時ぶ分試合開始。 
観衆は 二 千五百人。広い体育館の 

半分がハンドボールコ I 卜でぁ 
る。フロア I は木姨瓦、スタンド 
は野球場のょぅな板の腰かけ。入 
場料は日フラン (3 日〇円)。広さ 
はベンチにいる選手は縁 
台に腰かけ、足はコ I 卜の中に突 
っ込んでいる。サィドラィンと観 
貴席がくっついているのでこんな 
ことになる。ちとでわかつたこと 
だが、フランス国内ではいずれも 
そうだった。レクュリ f は少しも 
気にしない。日本ではちょっと考 


えられないことでもる。 

と‘ ころで試合はどうか。日本選 
手は第1戦とちって少しあがって 
いた。だが第1戦の ゲームと して 
は及第点といっていい。海外遠巧 
二度目の選手はさすがに場なれし 
ていた。ナント選我の選手は 口！ 

カル チー ムとはいえ、やはりハン 
ドボ！ルの盛んな地方とあってう 
まい。ボ—ルを完全に握り、日本 
の 巧御陣、 GK にボールを見せな 
い。 つまり ボ—ルを自分のからだ 
のうしろ にかくして しまう。 日本 
選手が前へ詰めると、手首を利用 
して 自由自在にパス、 フ-イント 
をかける。倒れながらパスする。 
ボ I ルにたいする執着心は強い。 
前半は1点を争い、竹野のか巧で 
7—6 とリ I ドした。前半 巧 かご 
ろから竹野が 徹底的にマークされ 
た。少ント 選抜は ドラブロスの口 
ング、ポストなどで反撃し.た 。 U 
分に おもしろい プ レー がちった。 
ナント選抜のシュ I 夕 I と日本選 
手がゴ I ル前で衝突した。 GK 福 
本が このプレ I に気を奪われて一 
瞬はっとした。 このと き ナント 選 
抜の選手の手からこぼれたボール 


がころころと転がってそのままゴ 
I ルイン。福本はあっけにとられ 
ていた。後半1か撕秒化村のゲッ 
卜で8 —6としたが、ナント選抜 
は急にプレーが荒くなり、鋭くア 
タックしてきた。 2 分から 4 分 W 
秒までに7 メートルスロー、ノ I 
マーク、ジャンプシユ I 卜などで 
W —8 とナント選抜がリ1ド。日 
本もすぐ追いかけ、8分には U — 
のと日本リード。ところが日本は 
急にパスが乱れ、ナント選抜に力 
ットされて速攻を許した。 U 分か 
ら巧分孤砂までにノーマ I クシユ 
1卜で3な、速致にょるもの1な 
ポストプン]で1点と5点を失な 
った。これが日本の敗因となった。 
日本は：3分から撕分の間に住にの 
ジャンプシユートで1点をあげた 
だけ。日本はディブ-ンスを固め 
てナント選抜の突進を封じたので 
巧分までナント選抜は得点できな 
かった。日本はか野にボールを集 
めて反撃した。别か7 メートル、. 
gj かジャンプシユート、別か7 メ 
1トルといずれもれ野が決め、の 
分住広のちざやかなポストプレー 
で^と1点差に追いついた。 
残りはわずか 3 分。ナント選抜は 
逃げのが 勢、 日本は必死に追撃。 
この 3 分間はおもしろかった。ナ 
ント選抜は如分にローリングパス 
からトビーがうまく右サイドに回 
り込み、倒れ込みシュートがかま 
つて巧 — w と2点差に.なった。日 


ネも视分视秒に：^野が中央からジ 
ヤンプシユ I 卜してじ。残り 
時間はもと1分 W 砂。日本はァタ 
ッタしてポールをねらったが、ナ 
.ント選抜は大きくボールを回して 
逃げ込みに成功。やがてホィッス 
ル。-目本はついに1点差に泣い 
た。しかし第1戦としてはょい出 
来だった。 

日本、ソショーを破る 

▽第2戦 (2 巧雖日、モンベリ 
アー巿ソショー体育館、ニモ人〕 
お—ソシ '3! 

ネ2反1じ j 2 選抜 


曰 


巧004143035300 1 巧 


P 


■ゴ ニンホイブンスでべン 
^テシチテモイロベジ& _バ 
パカルパンルアリルウチリル 
ぃロマルマドフカシモェペシ 


り巧お口が皮上 
W 東原 巧 

5れ宵田化をか 

巧.化2011615 


泌 


〔評〕打本の勝因はソショーの 
ポストプレーを徹底的につぶした 
ことでちる。日本のディフュンス 
はそれだけ成長したといってい 
い。ソショー選抜チームには i 9 
6 3年のフランス最廣秀選手た選 
ばれたシルベストロをはじめ、エ 
チ：ヘリ I 、ペリー、ルパチンの 
国際級の選手がおり、.クラブチ I 
ムとしてはスランス No • 1であ 
る〇とくに シルベストロ、エチ 





II 擾ら y 
ソを2シ 
シ選人ョ 

ヨ手目 （ 

I のはチ 
でシ6 I 
ル3ム 
ベをの 
スフ選 
トラ手 

ロン。 

選ス左 
手最力、 


( 


た。このため ソショ ーは作戦を変 
えてフリ I スロ* T 、 ロングシユ I 
卜をしきりに巧ち始めてきた。し 
かし G 反福本の再 S 再四にわたる 
ファインプンー で失点を最少限に 
食い止めた。福本のファインプレ 
1は日本勝因のひとつといってい 
い。ソショー は手を変え、品を変え 
て反 摩してきた D ポスト プレ ー、 ア 
ンダ ー シュート、フリースロ ー、7 

メ ー ト ルスロー、 ノ ーマークシコ 
1卜で U 分には^—巧と タイス コ 
アとなった。体育館は割れんばか 
りの 大歓声。日本は 化のう まい パ 
スワ I クと、ゴ I ル前のゆさぶり 
からチャンスをつかみ、 W み W 秒 
竹野、巧分住広の好打で巧び W — 


U とリー ドした。 ソショ I はちせ 
り 出して ロングを 巧ってきた。日 
老もか野に巧たせた。日本は^分 
みら站分までの U 分間にか野がひ 
とりで 日点をたたき出して、 ソシ 
ョーの追撃を見事に断ち切った。 

日本、リヨンも破る 

▽第 3 戦 (2 月那 日、 ビルフラ 
ンシュ巿体育館、一一千人〕 

日*及酒 N 誦ぶ則おン 


得011056016000 

ク 


) 


テ 

ジ 


t ナィロ H H ズルイ 
ヨケチジフライノチエイ ゼレ 
リブ S アツ卞ュャーニュン_ 
C パナモヒキキジゴムリドオ、 

K 

G 


が野東職口村に巧上 


巧： 


れ宮田化を井 


巧 .8 C 


福 


孤 
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〔評〕午後 9 が試合開始が予定 
ょり1時間 W 分遅れて W 時如分ス 
ローオフ。日本は立ち上がりから 
動きが惡く、思ぅょぅにホれなか 

った〇ゴール前のローリング。ハス 
は、静止した ままの. パスなので少 
しも威力がなかった。幸いことに 
リ 3ン選抜も動きが鈍かった。2 
分 W 秒に住広がゲットしてと11 
〇先行した。 この 直後の 3 分にリ 
ヨン選披はキュイジュティックが 
フリ ースロ I を一気に決めて 11 
10このフリス ローはゴ I ル前 W 
メ I トルの地点から巧ったロング 


れ 


話 


◎テディ君は英語 

▽…フランス滞を中の 
通訳はテディー君(学生) 
と塚原堯さん(日本画家〕。テデ 
ィー君の方は日本語はダメ、も 
つばら英語である。このテディ 
1君はフランス協会の役員とフ 
ランス語。テディー君と日本選 
手团とは英語で通訳する。团長 
の渡辺さんは英語が堪能なので 
チームは大助か.ゥ。テディ I 君 
いわく。「フヲンス人は英語を 
小ノ しもやらないんだ。僕は英語 
のほかにドイツ語を颊強.してい 
ます」。なかなかの人気者で選 
手西から「ミスタ I •テディー」 
と 呼ばれると大きな目玉を くり 
くり させて飛んで くる。 実にか 
わいい青年である。 

◎を事は2時間 

▽…フランスでの食事が間は 
長ずぎてどうもタイミングが合 
わない。スタートからゴールイ 
ンまで一時間半から二時間もか 
かる。食べているうちはいいの 
だが。かの料理が出るまで W 分 
はかかる。をべてひと休みしで 
いるともう腹が巧いてくる。う 
まそうな肉がくると、あつとい 
う間になくなつてしまう。食が 
おう盛なのかもしれない。朝は 
パンとコーヒーの軽食だが、.ひ 
ると夜は肉食。それに水が飲め 
ないので炭酸ソーダ入りのジュ 
1 ス。日本のを事とはまるつき 
り違う。巧けでも暮れても巧酸 


ソーダしか欽めない。「ああ、： 

日本の水が飲みたい-」の声 

しきり。フランスでは水道の水 
はお炭をが多くて飲料水として 
は不適格。 (？) 。水は買って欽 
むわけ。ビールびん一本の水が 
約ち十円につく。コップー杯の 
水が一二十円から四十円。そのつ 
どチップを也うのだから"ガブ 
ガブ"飲めない。フランス語で 
"主ビアン"または"ピテル" 
水ではほんとうに苦がした。 
©水で飛びあがる 

▽ ••.パリはホセアン•ホテル 
に泊まった。エレべーターは二 
人乗り。ただし.一方通行で上に 
、のぼるときだけ動き。五階でい 
くらボタンを押してもエレべ一 
ターは来ない。部屋をひと回り 
したがバス(浴室)のついてい 
る部屋は数少ない。ほとんどの 
部屢はシャヴ—だけ。湯と水，と 
の調節を失敗すると、熱い湯ボ 
化て飛び上がり、水が出ると飛 
び上がってテンヤワンヤ。「日 
本のフロがなつかしいょ」。 

◎顔を見ると"ホ 

▽:.このホテルのマネジャー 
は頭がはげている。日常会話の 

「ボン ソワール」 「ボンジュ I 
ル」はあまり使わず、だれが教 
えなんだのか知らないが、朝食 
のとき顔を合わせ ると 「ホス」 
という。これは「オス」 と 教え 
たものが、 うまく 発言できない 
で「ホス」となまったもの。時 
間かまわず顔を合わせ ると 「ホ 
ス」「ホス」の連髓。これには 
みんな大英い。 


ベリ I は3月の化界選手権曲場選 
手になっている。ーチームに4人 
の国際紐の選手がいるのはこのチ 
1ムだけである。この最強チーム 
を破ったのだから、日本チームの 
力は実にりっぱなもの。大いにほ 
めていい。日本はか野、住広の.口 
ング、新、井上の ポスト プンーが 
ょく決まり、ソショーチームは大 
いにもわてた。前半 W 分までリシ 
ョ ぺ I スと なつて 612 とソ 

ショ I が4ぶリード。巧分をすぎ 
ると日本は速攻を展開し、孤分に 
は井上が右サィドから倒れ込んで 
818 と追いついた。このあたり 
から日本は調子を出し、巧分住広 
のロングシュートががまって U — 
のと初めてリ I ドした。日本は速 
攻の手をゆるめず、井上、東、住 
‘広が連続ゲットして前半 W 1 U と 
3点差をつけた〇ソショーはエー 
スのシルベストロが兵役除隙間も 
ないので練習不足がたたり、戦力 
となっでいなかった。エチュベリ 
1、ルパチンがヵバ ー したが追い 
‘つけなかった。しかしシルべスト 
口の巧妙なパス、とくにバックパ 
スはさすがにうまい。 

後半1か、2分に井上がゲット 
したが、1分 W 秒ドルモィスに7 
メートルスローを決められた。ソ 
ショ I はゴール前での早いパスで 
日本の防御陣をくずそうとしたが 
日本はソショ I の手のうちを読み 
おってしまったので翊果はなかっ 
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でもる。このプン ー はょかった。 
日本はこのプン ー を大いに 学ぶ 点 
である。キュイジュティダクは ユ 
1ゴの選手でもる。フランスに 招 
かれてコ ー チ(監督)をやり、自 
分もプン1ずる。5月にユ^ゴに 
帰るが、プロレスラーを連想させ 
るりっぱな体格の持ち主でちる。 
日本は住広、れ野に打たせた。こ 
の間に北村がリヨンの防御陣をか 
き回してチャンスをつくり、着々 
と加点した。 のみ、^ 分に東がい 
ずれも右サイドから決めて 81 7 
とリードし、これを境いに目本は 
徐々にピッチをもげた。说かから 
勘分までに宮原藤、化村、住広の 
速攻が出た し、の 分には竹野が7 
イ I ト ルスロ I を決めて前半 (じ 
IW 〕 を終わった。 

後半は立ち上がりの1分、2か 
に住広のシュート、3分化村がノ 
1マークでがめるなどして、日本 
得意の速攻を二千の観衆に見せつ 
けた。この速玻に観衆は枯手を送 
った。4かにも住広がシュ I 卜〇 
この日の住広の出来はずばらしか 
った。速攻に移るとき、竹野、住 
広がタロスして走り、 リヨンを 全 
く寄せつけなかった。この日本の 
速攻に リヨンは あせり出し、がむ 
しやらにアタッタしてきた。から 
だが大きいので日本選手はちょつ 
ととまどった形。このため日本は 
4分から8分 W 秒まで得点なし。 

8分 W 秒化村の好走でじ—巧とリ 


ゴンを弓き離した。日本の攻擊は 
鋭く U かまでに3点をもげた。 と 
くに弁上がカット、ノ I マークに 
成巧したのはすばらしく、リ3ン 
の選手はひとりも走らなかった。 
スコアは と7 点差、リヨン 

は5み W 砂から&を間無得点。日 
本チームにこの連続した速をが常 
時出れば、世界選手権が大いに楽 
しみ。リ3ンは必死に追擊したが 
日本は巧御を固めて2勝目をあげ 
た。化がが得意の突進力をみせ、 
からだの大きいリヨンの選手の間 
を巧みに损いてゲットしたプンー 
はずばらしかった。 

日本、惜しくも敗れる 


▽第 4 戦 (3 月1 日、エブリ 
1巿が靑館、二千人) 

フランス 7^ hi 6^3 Bfc . 
ナシ a ナル 21^2 i 7 y ネ 


得24764022 000 
夕 

ルル ス 
口】一ー クワ 
^ ,1卜べベリ 卞口 
パタスンンべ ソニブ 
，(スペララユトネエナリム 
7 ャル••チルルリヮ王ル 
わシシ MR エポセスナフア 

/L 

K 

• G 

が爵藤口村店上田本お 
^ 束既 巧 
5巧宮田化住井金福尾 

得51024200000 




〔評〕日本の完敗だった。敗因 
はいろいろちるが、その大きなも 
のは動きが全く悪かった。ハーフ 
タイムの とき、高嶋監督は「ナマ 
リ(鉛)が足にくっついているん 


じゃないかな—」と頭を傾げたほ 
どである。確かに日本は立ち上が 
りから動けなかった。フランス国 
内転戦の疲労もあるが、大観衆の 
声援にのまれたことも見のがせな 
い。施設の完備した体育館にぎ.っ 
しり詰めかけた観衆は日本では想 
傲もできない。フランスナショナ 
ルチームにはソショー選抜チ I ム 
の2選手がいた。フランスチーム 
は3月の世界選手権に出場のため 
洗日から強化合宿に.はいっており 

この日は ベスト コンデ ィシ 3ンだ 
った。そこへ日本は疵労ぎみでぶ 
つかったので、.ひとたまりもなか 
った〇しかもシルベストロらのブ 
シ3 1選おチ》ムの2人が雪辱の 
意気に燃え、立ち上がりからずば 
らしい攻撃を展開した。こぅなっ 
ては日本に分がない。 

試合は日本のスロ I オフで開 
始。前半2分にフランスは R •ラ 
ンべールが左サイドからゴール前 
を走りながら好パスを受けて見事 
にかめた。4みには M •ランべ一 

ルがシュートして2-〇、日かシ 

ルべストロが左サイドぎりぎりか 
ら倒れ込みシュート、日分加砂エ 
チ： ヘリー がノ ー マ I クシ ュ ー ト 
してたちまち4 —〇。フランスは 
早い パスと 3人の選手が ポストに 
はいる。 ポ义卜 にはいった3人は 
、静止せず、入れ替わり立ち替わり 
して走り技け、日本防御陣を陣さ 
ぶった。 つまりトコロ テン式にが 


し出しながら、つねに3人がポス 
卜にはいった。したがって日本は 
3人ないし4人でこの3人をつぶ 
そうとする。そうするとい たると 
ころにスキができる。フランスは 
そこをわらってくる。日本はロン 
グを警戒して)歩前に出て詰める 
が、フランスは早いパスでこの詰 
めをはずし一気に攻め込んだ。さ 
ずがはナショナルチームでちる。 
動きの悪ぃ日本は立ち上がりから 
.フランスの猛攻に手が出なかっ 
た。せっかくポ I ルをネープして 
もスピ I ドがないため得点になら 
ず、巧分には710とリードされ 
た。これで試合の主導権は完全に 
フランスのもの。つまりこれで勝 

負ががまった。試合の興味はちと 
日本がどこまでやるかだけ。 

日本は：2：分にやっと住広が左が 
度の位置からジャンプシュートし 
'て待望の1点をあげた。この1点 
で日本は堅さがとれ、巧分竹野が 
中央からジャンプシュート、；3分 
住友のパスを受けた北材がきれぃ 
にかめて反撃した(7—3)。日本 
はわずか2分間に3点をあげた。 
この実力を持ちながら M かまで無 
得点だったのは、やはり大観衆に 
圧倒されたのだろう。フランスは 
少しも力を抜かず、スタンディン 
グシュート、左サイドからのシュ 
1卜、さらに背の低い日本防御陣 
の弱点をついてジャンプシュ I 卜 
などみ彩な攻撃を見せた。日本は 


ゴール前のゆさぶり戦法— クロス 
プレ ーを 見せたが、この クロスが 
たった一回だけなのでフランスの 
ディ フたンスを くずせなかった。 
二回ないし一一一回連続の クロスパス. 
でない と 通じない。前半 クロス プ 
レーが成巧して得点できたのはた 
った1点だけ。結局前半は： 3—6 
と フランスが 大きく リードしてま 
全圍にはいってしまった。 

後半2分にフランスの R •ラン 
ベールがジャンプシュート。日本 
も3分に GK 福本のボール出しが 
よく、か野があサイドからル I プ 
シュートをがめた。フランスは積 
極的に攻め、日分から7分までの 
3分間に連続4点をあげての一 
7。日本も U 分にこの日初めて東 
がポストプレ I を決め、分住ぶ 
のノ ー マ ー クシ d — 卜、巧分北が 
—化野のコンビネ f ションプレー 
で加点、分にも東のポストプレ 
I があった。しかしをの闆にフラ 
ンスも追加点をあげ、スコアはの 
IU とフランスが S 点リード。日 
本は前半に比べ後半は藩ち着きが 
出てよく動いたが、前半の失点は 
もまりにも大きすぎた。後半 W 分 
から別分までに見せた速攻、 ポス 
トプン I 、 タロスプレー がつわに 
出るよぅにしたいものだ。とくに 
クロス プレ I ( パス〕は欠くこと 
のできないもの。これをマスター 
すればこわいものなし。また征 
ゲームではゴ I ルインしなくても 
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いいから、ロングシユ ー トをどん 
どん巧って相手のディブユンス、 
GK をおびやかすことがポイント 
でもる。機先を制することがいか 
に大事でもるかをフランスでの四 
試合で痛感した。 

日本、やっと勝つ 

▽第日戦 (3 月 S 日プラハ巿ゥ 
ルバヌ体育館) 

日ネ文パだ 

片巧藤口村皮上あ旧原本 
林.東侣 1 :… 


日本の(靴—^ js 


IO 


巧ね 


巧原 

宮田化な井宮金がお 

K 

G 


得102501001 〇 

力 

勺クススク チ 
ィニリツリ イヌダ リ 
ラジクべクダスデマウ ド 
イド*ラ•ル ロイロ リ 
けポ T モ J ブコプナフ フ 

K 

G 

わ爵庸 H け広上を田原本お 
5 東原 お原 
5 れ宮田北を井宮金餅 福尾 

缚 3000162332300 


〇 


4 

C 


得500132100110立 

(注〕=プラハ•クラブはメンバ I なし0 

〔評〕この体育館は狭く、コー 
卜は赤主である。プラハでは珍し 
く明るい体育館、コートのずぐそ 
ばで陸上のハ！ドル練習が行なわ 
れていた。プラハクラブはプラハ 

市郊外のトロヤン町に住む軍人、 
警官、サ ラリ ーマンのクラブ。前 
半コ IV に慣れないためか出足が 
悪く苦戦した。後半じ分までロー 
U とリ t ドされたが、 K 分からの 
分抓秒までに巧野、金田の好打で 
同点とし、さらに新の決勝のシュ 
1卜でやっと逆転に成功した。(こ 
の試合 W 分ハーフ〕 

'但広6点をかせぐ 

▽第6戦 (3 月 じ日、プラハ巿 
ウルバヌ体育館〕 


〔評〕第二試合は日本のぺース 
となった。餅原、金田、宮原{お、 
住広、新、井上の若手を起用し、 
ロング巧撃に化た。学生選抜はコ 
ンビが取れないうえに、ディフェ 
ンスの甘さをさらけ出 L た。ここ 
を住ぶらの若手が思うにようにシ 
ュ I 卜して 大勝した。(孤分ハ— 
フ) 

餅原大活躍 

▽第 7 戦 (3 月巧日、ロボシチ 
- 市体育館) 


日本 


盏 U 


9 


塘 20014732 

狀 i 

^が ソ 
トリフククル ー 
パテコニルチルョ 
•わルニルペコジドシ 
- エロムスボビル 
いボイソリポズダマ 


キ 

ス 

フー-) 

ポラ I 6 

口へ 

K 
G 


巧巧藤口村広上田を原本形 
S 東原 巧 原 
5れ宮田北住巧を宮餅福尾 

得70〇137012 06 〇 〇 方 

〔評〕プラハから W キロ離れて 


いる小さな都巿。ひなびた町だが 
山もり川もりで景色がいい。体育 
館は狭いが暖房設備がもった。前 
座試合にバスケットボール、ハン 
ドボールが行なわれた。日本は前 
半パスミスが多く、若手の出来は 
ちまり よくなかった。結局か野、住 
広にたよってしまった。後半から 
餅原が当たり出してロングをかめ 
たのが光った。ロボシチェではズ 
ポジルの強肩がすばらしかった。 
親善試合のため日本選手にちょっ 
と気のゆるみがちったよぅだ。 

日本、ステラに惜敗 

▽第8戦 (3 月げ日、パリ郊外' 
サンモール、ステラ体育館) 

ステラ 巧 (^M 心)站日本 

得3204311740〇〇〇 ~ 巧 


レ 


ス 


ソ' 

ンロ 


ロボシチ 
で選抜 

9 


ラ-ルンンピニア 

トェ I ダョッ シビチェャブボ 
けクグペンシゾキコニシン 
いェザカバロデテヤプモデラシ 
rjl 

K 

G 

材野. 藤 口村な 上田宏原形 本 
ネ東原 巧 原 


■れ：宮田北住井金ち餅尾福 （ 

巧3013120001〇〇 I の 

〔評〕前半 W 分に尾形が左サイ 
ドから飛び込んできたプチの強シ 
ユートを右眼に受けてこん倒し、 
'救急車でクレテイユ病院に入院す 
る事故がもった。このアク.デン 
卜のため、日本選手の動きはよく 
なかった。ステラはそれほど強い 
とは思えない。からだは大きいが 


スピードはもまりなかった。ステ 
ラの 攻撃で注目するのはポストに 
2人はいって日本ディブュンスの 
げさぶりをやったことだ。これで 
日本はコンビがくずれた。細かい 
技術そのものは日本の方がはるか 
にぅまい。ステラは両サイドをよ 
く使い、倒れ込みシュートが夕か 
った。それに手首が強いので、ど 
こからボールが出るの.かまごつ 
く。プチ、ヤコビディス、•ハンダン 
はからだの大きい割によく動いて 
いた。フランス•ナショナルチー 
ムを除くとやはりトップクラスな 
のかもしれない。しかしそれほど 
恐れることはない。日本は前半の 
2点差が最後まで響いた。後半巧 
分にか野がフリ I スローを見事決 
めてのとタイにしたまではよ 
かったが、巧分からの分までノー 
ゴ I ル。この間ステラはプチ、エ 
タトー ルが 3 点をちげての— W 。 
日本も東、れ野が追いかけたが、ス 
テラはヤコビディスが連続 3 点を 
かめて日本の追撃をふり切った。 

日本、ディジョンを 
破る 

▽第 9 戦 (3 月化日、ディジ S 
ン市体育館〕 

'日本の贯)二'影" 

〔評〕試合開始は夜9時、観が 
は約一一一千人。ディジ3ン大学に留 
学中の加納誠一一一君(岡山青陵髙出 


巧1009002500 〇 

レ 

ー スー^ ル 
•ノンルリーーイイクス ェ 
、いチナテアトボスレノリチ 
ユルソォアルエンロョ ッ 

けデトラフボゲポへソチミ 

K 

G 

乃巧度口がに上田あ原本 
巧お原 巧 原 
けれ宮田化を井金宮餅福 


4 


の 


身800045001040 I 

身)が応援に旁た。試合は前半日本 
のワンサイドとなり リードした。 
しかし U 分から？3分までノーゴ！ 
ルは ちょっと 物たりなかった。デ 
ィジ3ンはスピードが なく 日本バ 
ッ クスを 破れなかった。 ところが 
後半に なるとポスト プレ I 、 ロン 
グを うまく 使って反撃してきた。 
日本も前半よりも動きがよくなり 
竹郵、.餅原ががめていた。ディジ 

ヨンはフォアニエル、ヘンレクに 

巧たせで食い下がったが、前半の 
7点差が大きかったためどうずる 
こと もできなかった。日本はこの 
試合でスランスでのス4^ジュール 
を全部終了した。 

日本、最旋戰飾る 

▽第 W 戦 (3 月别日、テラビブ 
屋外コート〕 

cY じ —— .9 ン 7 イスラユル 
日才 — ナショナル 

〔評〕イスラニルは長身者が多 

く、 シュートもかなり 強烈だった。 

タゥ、ハルペリンは左利きで、.シ 

ュートも.コントロー ルがもった。 

最呵のうちシュートはほとんどフ 
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(イスラユル） 

ラングワイル 
■ i * ルシャルミー 
タウ 

フランケンシユタイ 
マンダレル 
ヤーコフ 
チ*スラー 
カッツマン 
サンドラー 
マルクス 
ハルペリン 

GK シュタンペーター 


7 MT (2) 


13 


I 


■ (イスラュル） 得 

イルシャルミー. 0 

タク 4 

ミハイル 7 

ハルペリン 1 

ラングワイル 0 

ァザリナダ 4 

フランケンシュタイン0 
チ*スラー 0 

マンダレル’ 0 

リナイド 0 

サンドラ 0 

G 区セラ 0 


7 MT け） 16 


イスラ 卫ル 3 、515一， 

ナショナル 1 卢 816 > 

身311011032100 
ン 


恐るべし、チェコの強さ’ 
主審の判定に泣く 


イスラ 

エル 


習合 
練試 


▽第1戦 (3 月3日、プラハ郊 
外ストコフ市) 

日ホが ( IU ) 日3!卜 i フ 
身000001000130 


〇 チクプクキランル 
，ズーーッ ッルトトマナゲ 


得_ 


^ プクソン ス 
ースス コロ'リダ マヤ ダナクノ 
^ネレヤロフ- ル ロュルゼ ル 
わべマジ フ ハラへ ト デブラア 


ッラぺッーマルチー 
。ラレロィラーソラユオラララ 
〇コクフフサシキクシフクブぺ 

K 
. G 

が巧废口村広上宏田原本お 
3? 巧原-巧原 
5れを旧化住井宮金餅福尾 

巧 6213 K 864001 〇〇1化 

〔評〕屋外のスヶートリンクを 
当叢造したもので寒かった。コ I 
卜の回りには雪が漬っており、零 
下5度の気猛。日本チームはトレ 
1ニングパンッをはいてゲームを 
やった。炭曠のクラプチームなの 
で日本の相手ではなかった。世界 
選手権の肩ならしといつたゲ I ム 
だった。 

▽第2戟 >(3月4日、プラハ〕 

チ H コ•ナヘ WI 6 ン ぉ 

シ■•ナル4方 I -. j 7 日本 

〔評〕世界選手権で慶勝をねら 
ぅだけあってチュコの力は大した 
ものだった。体格、体力、スピー 
ド、握力、厚いディフェンス、ジ 
ヤンプカとずべての点でチュコが 
すぐれていた。日本は最初からチ 
ュ no スピ I ドに気遅れしてしま 


^^野藤口巧巧上ま田原本お 

S 蚕.巧原 

巧れ宫田お住井宫をが福屠 

得 50001010000〇〇' 

った〇ベネス、ブレス、ジャコブ、 
トロヤンの走力はすばらしいもの 
があった。ラフプン》で小さな日 
本選手は突き飛ばされ、手のほど 
こしょぅ がなかった。チ H コの選 
手は平均した得点力を持ってい 
る。これからの世界選手権に出場 
ずるにはスピードはもちろんだが 
長身者でちること、だれでも得点 
できること力をつけることが大事 
だ。それがこのゲームでよくわか 
つた。 

▽第2戦 (3 月巧日、プラハ〕 


日本 


アラブ 3へ2——日ン5 

連合.又 UISY 

〔評〕日本はパスミスの連続で 
アラブ連合の速攻を許して自滅し 
た。.日本のパスは短いぅえにスピ 
1ドがない。しかもハンドリング 
が悪かったので最低の出来だっ 
た。ベテラン化野、東がブレ I キ 
となり、 これが敗因となった。東 
をはじめ二、一一一人の選手が両手で 
パスしていた。外国チームとの試 


得 . 


つ 


VV 
一ーェ 
フフ 


ン 

..ル ッブ ニーア-ン 
ラルナチーンメジルダ*メミサ 
デ ••ガリ ハ ャ ムウ ー- ブ 
け力 KS ナアモハシへドアラハ 

K 

G 

^野魔口村に上を田原本形 
S 巧原 巧原 
5巧ち田北住.井宮金餅尾お 

得 42013420001〇〇 


5 


合でこのパスをしていたら、カッ 
卜されるだけ。パスは片手でスピ 
1ドをつけ、フ^ィントをかけな 
いと通らない。これからは両手パ 
スを禁止ずるのがひとつの課題と 
ぃってぃぃ。 

'後半化かにやっと 211:2: と タィ 
にしたが、 この もとまたパスミス 
を繰り返した。2かから巧みまで 
の6か間に8点を.取られて方事ホ 
す0 

▽第4戦 (3 月の日、レホボッ 
ド匡外コ I 卜〕. 


^?'本藤口村広上田を原本 
S 東原 巧原 
5れ宮田北往井金を错福 

得- 


n - 


〔評〕この試合のレフュリーは 
実にお粗未だった。前半4分まで 


り晋藤口が広上田を原本） 

けゎを卽田北が新蓋歌福け 
得 9112141〇 〇 〇1〇 化 
リースロー からのものが夕かっ 
た。これはいずれもカットされて 
ダメ。イスうエルは速攻がなく、 
それにパスが弱かったので日木に 
カブト されてチャンスをつぶして 
いた。ハンドボ I ルの基本技術が 
未熟でもることがよくわかった。 
たとえば。ハスにしてもバスケット 
ボールむドリブル。ハス、両手パス 
を使い、ホ央に突っ込んセくるこ 
とはしなかった。パスを大きくし 
て日本のディフュンスを^刖に^^^ 

寄せる作戦だけ。日本はれ野がぅ 

まいジャンプシユ I 卜でイスラニ 
ルの G 反をほんろうしていた。こ 
の試合のレフュリーはお世辞にも 
うまいとはいえなかった。ホイブ 
スルが多く、ゲームがしばしば中 
断した。フランス、チェコの親善 
試合とは全く違ぅ。2分間退場の 
ケ I スがちったが、これはいずれ 
もフリースロー。日本はこのレフ 
ュリ^~にとまどつていた。 


に速攻で4点を入れると、急にジ' 
ャッジが変わってきた。つまゥイ 
スラユルに勝たせようとする気持 
ちが露骨に表われた。，これには驚 
いた。東がポストにはいるとチぐ 
「ラインクロス」と判定ずる。こ 
のラインクロ、スはイスラエルバツ 
タスのプッシングによるものだが 
認めない。ついにこのゲ I ムには 
ポストプンーが一回もなかった。 
ポストにはいればラインクロスと 
なるので日本はロングに切り替え 
ざるを得ない。日本は前半 W 分加 
秒までに住広3点、化村2点だけ。 
。残りのの分もまりは得点できな 
かった。イスラエル選手がププシ 
ング、ホ）ルディング、ラインタ 
ロスしても 苗を吹かない。これで 
日本選手はすっかりくさり、高鳴 

監督はハーフタイムのときにレフ 

* リ|に注意したほど。渡辺团長 

もあきれ頗で「このゲームはイス 
ラエルが勝つ」と言うほどだっ 
た。後半の日本はれ野がひとりで 
6其うち2点は7 メ I トルスロ 
I )をもげたが、レフュリーは平 
然としてイスラエルチ J ムに有利 
な剌定をくだし、そしてイスラエ 
ルは勝った。 

-〇- 

このほか、2月巧日ク I ，ヘルタ 
ン•スタジアムでフランス陸軍チ 
—ムと試合した。日本は AB 、 フ 
ランスは ABC に分けてリーグ戦 
形式。各 W 分ゲーム。 ' 


日本孤 


fA 3 16 A 
B 5—— 5c 
A WI 2 B 

B 4 — 6 a 
A 3 —— 4 c 

-B 5 —— 6 B 


9 フランス 

2 陸軍 


— 22 — 





WM. 


—ルブ^ンス 

一._，一一一-卜 . 、.- . んい 













驚くべき体格•体力の相違 

ボールを完全に疆れ/ 

篇尾武治 


日本が1勝をもげ、やっと世 
界への仲間入りできたのはょか 
った。これま.での苦難がいっぺ 
んに吹き飛んだといっていいだ 
ろう。この1勝で楽観はできな 
い。次の大会で再び日本が勝利 
をちげ る ことが、必ずで きる か 
どうか疑わしいからだ。しかし 
少なくても次の太会で勝てるょ 
うに努力しなければいけないし 
日本協会の首瞄部も大いにがん 
ばってもらわねばならない〇プ 
ラハ入りす る フランスでの国際 
試合が大きくプラスしたことは 
否をできない。わずか 4 試合だ 
つたが、国隙撒選手が人もい る 
ソシ 31 クラブを 破った自信は 
大きかった。 1 目 63 年度フラ 
ンス最優秀選手の シルベストロ 
な下の選手をあっと言わせた日 
本チームのプレ IO パルドビッ 
チの第1戦ではこれむ上のプレ 
1が生まれた。 

ピカー乂巧が予言 


〇…チュコへ巧く前にフランス協 
会のピカール理事長がこんなこと 
を話していた。ス 1) 東欧諸国は 
強い。 (2) 北欧は弱くなってい 
る。 (3) 優勝は地元の利でチて 

コ。だがル—マニアとチェコの力 

の差は同じ (4) 日本は第1次リ I 
グでノルウ H — に勝てそうだ」— 
このうち (1) と (4) が当たってし 
った。ピカ I ル'巧が「日本はノル 
ウ * J に勝てそうだ」とを表した 
とき、実のところ私は信じられな 
かった〇ひょっとしたら勝てるか 
もしれないが、しかし勝てる根拠 
はひとつもなかった。「北欧チ I 
ムは弱くなっている」と言ってい 
たものの、スウェ I デンは2位と 
なり、ノルウ。1はソ連を破って 
いる。北欧は弱いどころの騷ぎじ 
ゃない。日本の勝利は実にラッキ 
1だたわけである。すべての条 
件が日本にプラスしたのだ。これ 
は日本—ノルウ H 1戦の評の項に 
くわし X 書いてもるので省略す 
る。ピカール巧のことばに元気づ’ 


けられて日本チ I ムは"上を向い 

て . "堂々とプラハ入りした。 

いまから思う とこれがよ かったの 
だと思う。「こわいもの知らずの 
勝利」といってもいいのではない 
か。それにもましで ノルゥェ I 戦 
のときの日本チ1ムはずばらしい 
ゲ I ムを見せた。おはスタンドで 
見ていたのだが、スローホフ後3 
分してから「これは巧け る」 と感 
じた。ところが渡辺団長、高嶋監 
督はスローオフ後 W 秒で「ノルゥ 
1 に勝てる」 と 確信した という か 
ら、日本 チ ー ムのプレ ー がいかに 
よかったがおわかりの ことと 思 
う。 

身につけよ日本独特の 
プレ| 

〇…フランス、'チ H コ でのゲ I ム 
で気がついた ことを 書いてみる。 
それは日本と ョ）ロッパチ1ムと 
の差がどのくらいなのか。もら呼 
る角度から見てみよう。遠征 ごと 
に感じ.る ことだろう が、第一に 


"からだ"の違いである。これは 
先天的な こと だから、いますぐ変 
える ことは できない。身長差ばか. 
りでなく、日本選手に くらべて ョ‘ 
— ロッ 。ハ選手は ひと 回りもふた回 
りも大きい。たくましい骨格、太 
い腕、強い足腰、練習で巖ぇ上げ 
た強いジャンプカ、スピー •卜、体 
力。ずべての点で曰本は劣ってい 
る。日本がョ ーロッパ 選手をリー 
ドずるものは細かく早い動きだ 
が、ョ ーロ ッパ選ホは大きなから 
だを実にぅまく使いこなしてい 
る。からだが柔かいので自由自在 
にからだが勤き、プレーが連続し 
て出る。日本選手が一.つのプレー 
をやる短い時間帯に、ョ I ロッ 
選手は二つないし一二つのプンー出 
る。したがってボールが止まって 
いることがない。そればかりでな 
く、攻撃の6人の選手がポールと 
一緒に動いている。極言ずればボ 
I ルが選手を動かしているわけ 
だ。 そこへ 行く と 日本選手のプ 
レ I はかなりレベルが低い。かな 
くとも3年は遅れている感じがし 
た。しばしば動きが止まり、ボ I 
ルが完全に死んでいる。これでは 
からだの大きなョ I ロッパ 選手の 
ディフュンスは破れない。私はョ 
1ロッパ 選手の マネを しろとは言 
わないが、少しずつでもそれに近 
ずいて行くことを希黨ずる。パル 
ド ビッチで ルーマニアのクンスト 
監督は日本チ]ムについてこぅ話 





していた。 「0 本チームは 19 
61 年当時に比べるとものずご 
くうまくなった。これには驚い 
らた。第一に動きがいい。第一戦 
かのノルゥニ I に勝てたのは当た 
^り前で、むしろ負けたらそれこ 
権そふしぎだ。ハンドポールでは 
手からだの大きいのがひとつの戦 
^力だが、日本チームはそうはい 
；にかない。日本チームはからだが 
小さいが、小さければ小さいな 
りに日本チーム独特のプレーを 
マスターすべきだ。これは忘れ 
てはいホない。からだが小さい 
のに、ョー ロッ 。ハチームのプ レ 
I をブネずるのはよくない。し 
かしョー ロッ 。ハチ—ムの良いと 
ころをどんどん取り入れで巧く 
ことが大事でちる」。身長差、 
体力差はいまずぐにやろうと思 
ってもできない。日本が世界制 
覇をのぞむならば、近年計画か 
十年計画を立ててからだの大き 
い選手、つまり身長 185 セン 
チ程度の選手をかき集めて訓練 
しなくてはならない。 

握力の強化を急げ 

〇…第二は握力の問題でちる。 
摇力が強いことはボ I ルを完全 
に撮れることでちる C フランス 
やチュコのジュニアチーム(口 
〜 W 歳〕のこどもでさえ、ボー 
ルを.{元全に摇っている。手の大 
きい、小さいの問題ではない。 


ホが小さくても掩力が強い。そこ' 
へ行くと日本の選手は据力がな 
い。たとえポールをが手で揺って 
いても、それは不完全な撮り方で 

ある。ホールディング、プッシン 
グされると、ぽろぽろボールが藩 
ちてしまう。外人選手はこんなプ 
レーをしない。どんなに押されよ 
うともボールを離さない。ポ I ル 
に対する執着、むのおう盛なことは 
日本人な上でもり、これにプラス 
されるのが強い極力である。ひと 
つの例をとって見てもわかるよう 
に倒れ込みシュ I 卜のとき、自み 
のからがフロア—につく寸前まで 
ボ—ルを据り、 GK の動きを見て 
から手首を瑚かしてのスナプシュ 
1卜。それまでボールを摇ってい 
る〇ジャンプシユートのとき、ジ 
ャンプして打つ瞬間にプッシング 
ちるいはホ I ルディングされて体 
勢がくずれる。この場合日本選手 
だとボ—ルを落とすヶ—スが參い 
が、外人選手は滞空時間が長いう 
えにポ I ルを完全に掃っているの 
で自由にパスする。からだの大小 
の差よりもこの糧力の強さが特に 
目だった。ボールの大きさは日本 
製よりもわずかに小さい。小さい 
から摇れるというものではない。 
「どうすれば強くなるか」 とルー 
マニア選手にきいたら「それは訓 
練む外にない」 と 話していた。ポ 
1ルをが手で撮れなかったために 
日本は勝てる試合をいくつか失つ 


た。たとえばパスをぶてもわか 
る。外人選手はが手パスが多く、 
両手パスはほとんどしない。が手 
パスはスピードがもり、相手に力 
ットされない。扛ころが日本選手 
はボールを完全取橋れないためか 
両手パスはスピードがなく、カッ 
卜される率が高く、これが逆襲を 
許ずきっかけとなった。ボ I ルの 
撮り方もずいぶん違う。外人選手 
はボ I ルに対して真上から握る。 
ちょうど日本の指ではさみつける 
ように持つ。それも第一関節だけ 
である。日本選手は第二一野節まで 
巧い、ボ I ルの面を自分の手の掌 
.(ひら)に密接させている。つま 
り手の掌を全部使っている。日本 
選手の中には外人選手と同じよう 
に指先だけでポールを完全に据っ 
ているものもいたが、これを全選 
手がやらねばいけない。 1967 
年の第目回大会まで 3 年もる。そ 
れまで日本全国の プレ ー ャ I が撮 
力を強くして おくべき だし、各チ 
I ムの監督もこれを基本技術のひ 
とつとして指導してもらいたいと 
思う。 


◎日本ハンドボ—ル 

協会懲罰委員会’ 

懲罰委員会は理事長直接の諮問 
機関でもり、ハンドボール関係者 
の本協会規定の違反、その他の違 


反行為、並びに提訴された諸問題 
に対して、調査、検討して理事会' 
提出の原案を巧成する。 

日本ハンドボ—ル協を 
懲罰規程 

第一条ハンドボールに係るを種 
の懲罰に関しては本規程による 
第二条〔7マチュア規程違反〕 

. アマ.チュア規程に違反した巧な 
については次のよ 5 に定める。 
違反した個人および団体は、ア 
マチュアの権利をはく奪する。 
但し未知の違反またはか意で な 
い違反の場合には巧告、始 i 、 
一定期間謹慎などを適巧する。 
一定期間謹慎後、その化況に化 
じて復帰を認める ことができる 

第ーー妄活織に巧するを运 
.'が織に巧する違反巧るは次のよ 
5 に定める。 ■ 

お織(下部が織をきむ)にわいて 
脱お、除あ、その他違反巧為によ 
■る離脱の場合は本協会机織内の 
いかなる組織からも除外される 
離脱まがその組織に恒橘を認め 
られた場合はその限りではない 
第四条〔登お違反〕 

登録違反に巧してはかのよぅに 
定める。 

登録違反のあった場合は、その 
違反者並びに、その所属する団 
体は責任を 負うものと する。 

'第五条〔大会運営上の遼反〕 

山協会主催の全国大会に申し込 


み、抽選後の棄権は認めな 
い。棄権したチームは、その 
日から向こう一年間本協会主 
催、または共催の公式試合に 
出場できない。(ただし、不 
可抗力の場合を除く) 

凶上記チ I ムの推薦母かの責任 
ま (ブロック 理事、学ま直接 

責任者、を都道府県責任ま等〕 

については別に I ち巧を問う。 
が全国大会に出場資格がある場 
合、それに出場を棄権したと 
きは第二項を準用する。 

W 同一大会における(予選を含 
む)二重登録ままたは二重出 
場者は： フンーヤ I として、 そ 
の時から向こう一年間公式試 
合の出場はできない。その さ 
いチ—ム貴巧者の責任を巧 5 
第六を〔審判員の違反〕 

審判員が言動に不謹慎な ことが 
あった場合はその資格を降巧、 
またははく奪する。 

第とを〔審判員に巧する違反〕 

.お判員に巧し個人または団体が 
スポ I ツマンシップに反する巧 
為を.なした場合は、向こう一年 
間ずベての公式試合に出場はで 
きなぃ。 ，. 

第八条その他 
その他提訴、検討、調査などに 
ょって適時懲罰を適用すること 
ができる。 

本規程は、昭和一二十九年六月一 
日から適巧。 
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H テキサー 


H * バンダン 


G •ブリザール 


フランスチーム日 程表 


イボン.シコ プチモンゴベール 

(フランス 協をを長） 


月曰 

曜 

試 

合 

予 定 

6. 17 ‘ 

水 


羽田着、ホテル（臟園観光ホテル） 

6. 18 

木 

〇 

〇 

午前自由，13.00東京観光、 IS . OO レ 

セプシ3ン（ホ輪閣） 

午前自由、15.40試合（早大記念会 

堂）レセプシ3ン 

午前鎌倉，江の島観光、試合18.00 

6. 19 

6. 20 

金 

止 

(损浜文化体育館） 

6. 21 

曰 


朝食後箱根へ . 

6. 22 

月 

〇 

試合18.00 (東京体育館） 

6. 23 

火 


16.40上野発（急行とき）21.30新潟 
着、 

6. 24 

水 

〇 

試合18.00 (巧漓巿体育館） 

6. 25 

6. 26 

木 

金 


海水?谷 

7.40 新潟発、 I 7 .18京都着、（急巧 
きたぐに） 

目. 27 

止 


京都観光 

6. 28 

曰 

〇 

試合16.00 (京都巿体育館） 

6. 29 

目. 30 

月 

火 

〇 

朝食辕大阪へ、大阪観光（宝塚ホテ 
ル火） 

試合18.00 (大阪府立体育会館）宝 
塚ホテルに泊まる 

7. 1 

水 


8.00太阪発、14.41徳山着、特急か 
もめ 

7. 2 

木 

〇 

試合（下松市民体育館） 

7. 3 

金 


8. 48か郡発、13.23熊本着、 

7- 4 

± 

〇 

試合14.00 (熊本ホ立体育館） 

7. 5 

曰 


水侯観光 

7. 6 

月 


闽蘇観光 

7. 7 

火 


23.00別府発(船） 

7. 8 

水 


12. 10巧戸着 

7. 9 

木 


奈お観光 

7. 10 

金 


窠良観光 

7. 11 



バスで名古匡へ - 

7. 12 

曰 

〇 

観あ試合14.00 (金山体育館） 

7，13 

月 


15. 14名古屋発、 19. 朋(特急はと）東 
京着，（雅叙園観化ホテル） 

7. 14 

火 

〇 

試合18.00 (ま京体育館） 

7. 15 

水 

〇 

試合巧. 4 〇 (ま京体育館） 

7. 16 

木 


18. 00レセプション（光輪閣） 

7. 17 

金 


羽田発 


田着、7巧：：：曰羽田発で帰国する。 


日本•フランス国際親善試合…：：_ 

東京、 大阪などで U 試合 

. 气ンおモンゴベリ I 氏も来日 

日本—フランス国際親善 ハン ドボール大会は目月曰東を•早大記念を堂での第1戦を巧切りに7巧巧曰の最終戰まで、約1力巧に 
ホたり東京、廣お、名古夏、を都、大限、下松、 龍 本、新楠のを巿で U 試合を巧な う。 フランスチーム(ステラ•スポーツ•クラブチ 


1ム) - 巧お入とフランスハンドポール協をのモンゴべリ1を長(国際連盟副を長〕、ピカール理事長の2人の計巧人は6ち^=:曰菊 











来日フランス • チームのメンバー 


役員および同行者（家族） 

V フランス協を 

会長プチ•モンゴベール 

(C 吐 FETIT-MONTGOBE 反 T) 

理事長ピカール 

CCH. PICARD) 

▽フランスチーム〔役員） 

団長ポール•クアレス 
(PAUL. QUAREZ) 

" 夫人 

(MADAME . QUAREZ) 

ジネット•クアレス顚 
(MA*DEMOISELLE • QUAREZ • 
GINETTE) 

フィリップジョリベ 
(PHILIPPE • JOL1VET) 

アンドレ，ダイットン30歳 
(MADAME - ANDRI. GUITTON) 

イボン•シコ24歳 
(YVON. SICOT) 

ニコック•グイットン夫人 
CNICOK. GUITTON) 

マ グリ ト . ザダ エル夫人 
(MARGUERITE. ZAEGEL) 

▽男子 

背番号 

監督 13フュルナン ド • ザゲル 
(FERNAND • ZAEGEL) 


GK 

0 

ダニユル • パルティ 

19 歳 



(DANIEL. PARTY) 


ク 

1 

ジャン.チボー 




(JEAN. THIEBAUT) 


FP 

2 

ジュラール • ロショ 

ソ 24 歳 



(GEKARD. ROCHON) 


ク 

3 

アンリ.バン ダン 

26 歳 



(HENRI. BAUDIN) 


夕 

4 

アライン.ベルジャ 

一 



(ALAIN • BERGER) 


夕 

5 

ジャン • マウリス • 

デルジク 


(JEAN • MAURICE • DELDIQUE) 


が 6 ' アンドレダイットン 

(ANDRI - GUITTON) 

が 7 ミシュル•レフュブル20歳 

(MICHEL. LEFEBYRE) 

// 8 アンリ • テキサー24歳 

(HENRI. TEXIER) - 

が 9 ジャン*デシャン24歳 

.(JEAN. DESCHAMPS) 

な 10 ポール •コント 

(PAUL . COMTE) 

ダ 11ギー • プチ21歳 
(GUY. PETIT) 

び 12ジ3ルジ ュ .ブリザール23歳 
(GERGES. BRISSARD) 

- 0--0 - 

(ホ子） 

背番号 

監督12マグリト.ビァラ45歳 
(MARGUERITE. VIALA) 

GK 0 ジャニーヌ•ボールデン29歳 
(JEANINE BOURDIN) 

が 1イオランド•アントロアニー22歳 

.(YOLAN 孤 INTROINI) 

F P 2 ルネ•ベレック 25歳 

(RENEE. BELLEC) 

が 3 アンネ•ボスレドン 2目歳 

(ANNE. BOS 蛇 DON) 

// 4 レイモンド•ウォルフ36歳 

(RAYMOND. WOLFS) 

灯 5 パウリット•ウホルフ 36歳 

(PAULETTE. WOLFS) 

び 6 ゲルメー ヌ • リノシュ23歳 

(GERMAINE. LINOSSIER) 

な 7 タリスチアーヌ•タラミー 35歳 
(CHRISTIANE. THALAMY) 

が 8 ベルナデット，ルシホー 26歳 

(BERNADETTE. RUSSIAUX) 

ダ 9 ジャニーヌ•ピボ24歳 

(JEANINE. RIVOT) 

ダ 10 ジャクリン•デボー 

リ ACQULINE. DEVAUD) 
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ウォルフ P •ウォルフ C •タラミー R . ベレック 


<み.ク 〔写真は5巧25日到苗•みのみ） 

:.、だか•'ぶぶ。 JWr ; がい： ' 

邹蹤 ! W 

P ' 左は3印こステラが発行した日本 • ステラ.チーム親善試をの 
夕‘プログラムの表紙，下はステラチーム， 


クマ 


.競技規則、審判申 
し合わせ事項の1 
部な正について 

\ 日本協会は五巧十二日鏡ほ規 
™ 則とを判申しるわせ事巧の一部 
I 改正をがめ、六月一日から実施 
する。 . 

S 「趣旨」本年2月に一部を改正 
したが、その後世界ハンドボー 
I ル界の情勢から日本が遅れるこ 
-とを恐れ、諸巧の質成を期待し 
I て一部改正することにした。 

I ▽競技規則の1部改正 
-「規則書 (P 對 1 8の 5) ゴ— 
{ ルスロ I またはボ I ルに触れ 
^ たちとに、ゴ—ルキーパ I が 
\ ゴールエリア外で再びボ t ル 
I 忆触れるのは、このボールが 
I 化の競技者に触かたもとでな 
i ければならない(フリ—スロ 
I 1 ど U 

「"触れた"をヴおげた"と改 
™ 正する」‘ 

i 〔注〕(ィ)原義は「プレィ」 

I になっている。 

I (口〕"巧げた"とはゴ—ル 
\ エリア巧で GK が明らかに 
„ ボ—ルを持ち、ホ方にパス 
ずる目的で投げた動化をい 


(ハ.)したがってシュー トさ I 
れたボールを防御の目的で I 
からだではじき、ユリア外 I 
，のフィールドに出たボ I ル I 
を再び她れてもいい。 _ 
▽燕判申し合わせ事項の一部改 .1 
正 I 
「審判員必携 ( 7) シュート I 
が巧なわれたもと、攻撃側ま™ 
たは防御側のプンーャ I が ェー ー 
リア巧にいる場合、ポ I ルが I 
跳ね返ってゴールェ y アから- 
フィルドに戻りつつもる場 I 
合、または戻った場合」の取 
り扱いについて H シュートし 
エリア巧にいるとき、同チ I 
ムのプレーヤーがエリア巧か 
らフィールドに戻ったボール™ 
をプレ I してもょい。即ちシ ™ 
ュート後、 A チームのプンー^ 
ャ—がエリア内にいるとき、^ 
跳ね返ったボ I ルを同じ A チ~ 
1ムの者が恰い、シュートし™ 
てはいったときは得点とな- 
る。 ， I 
〔を〕(イ)が来の影響につ I 
いては考慮してもった- 
が、 今回は巧らかに故意 一 
の妨害な外はラインクロ^ 
スの反則としない。 j 
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の雄大な 

ジューキのビジョン 

年成長率50%、家庭用-工業用ミ 
シンと、その附帯設備、編機、電 
子計算機入出力装置で今日の地位 
を築きました。 

これからは、〈家庭用•産業用〉 
電気製品に進出。 

資本金も12億1千万円に…… 

体制も整いました。 

満を持して、世界を相手の競争に 
たちむかいます。 
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タイトルの巧くえ.を探る 

U 6 4年度の新勢力展望= 

‘ お 山 茂 


ことしはホリンピック 東京大会 
の 年で ある。『オリンビックから 
はずされることがどんなにつらい 
ものか。われわれは死ね思いをし 
ている』とは 昨年暮れの JOC 総 
会で高嶋理事長が述べた言葉だ。 

この悲運にもめげず、ことしのハ 
ンドボー ル界は二つの国際交流を 
はじめ、なかなか活気のあるシ I 
ズンになりそぅだ。 

昨シーズンの最後を飾ってチユ 
コの世界選手権で全日本がノルウ 
で一を破り、宿願の1勝をあげた 
ことは 国内のプン t ヤ I に大きな 
刺激となった。ホリンピック東京 
大会の種目からはずされていちじ 
は悲嘆のどん底にまで藩ちた球界 
が、加年にわたる U 人制の全廃と 
いぅ英断に賴み切り、その年の化 
巧選手権で前回7位の ノルウ*— 
をくだした ことは 再び前途に希望 
の灯を見出したといって.いい。国 
巧におけるチ I ム数もを分野とも 
増加の傾向にもり、特に高校界と 
実業団の拡充を目ざましいものが 
もる。 

攻撃力に不{女のな教 


さて 昨シ ー ズンの話題を さらっ 
たのは立大のもざやかなカムバッ 
ク ぶりでもった。その彌さはシ ー 
ズン前に I お予想されたものの、. 
全日本学生、全日ネ総合の2 タィ 
トルを獲得、全日本室巧に準優勝 
するとい う大活躍を とげるとは 思 
わなかった。追われる立ち場にあ 
ることしの 立大は安達、中根、田 
がの抜けた攻撃力に不安がある。 
それに G K 尾形が世界選手権後の 

フランス•ステラ•チ—ムとの試 

合で右眼を負傷し、自下療養中で 
ちる。江名、裔廳、高久保、松本 

らで昨年同様のスヶールの大きい 
攻學陣を編成するのはむずかしい 
のではなかろうか。昨年の東京選 
手権には新メンバー ( 立大 A ) で 
出場、準決勝で大晴電気(東京) 
に U — 巧で販れているのをみても 
今シーズンの立大の苦しさがわか 
る。 しかし昨年得た自信と、 タィ 
トルを守り抜こうという意欲は 
「無形の戦力」として見落とすわ 
けには巧かない。やはり、ことし 
も全日本大会の有力な優勝候補と 
してあげられる。 


最有力の大峰霞気 

立大を追ぅトップグループは大 
崎電気、芝浦 H 大、全日体大あた 
りとみるのが順当。特に全大会で 
"本命"と見られるのが大崎電気 
である。単独チ I ム同様にして世 
巧選手権に出場し、主力 W 人が本 
場ョ— ロッパの技術を学んできた 
だけに、ことしの試合ぶりは見も 
のである。全日体大が昨年の全日 
本室巧で見せた巧をも伝統ある強 
者にふさわしいものでもった。現 
役の充実で久しく遠ざかっていた 
夏の全日ネタィトルをことしはを 
い返ず好機でもる。学生界では立 
大をはじめ東の芝浦工大、西の関 
学、同大のトップチ I ムの顔ぶれ 
は変わりばえがしない。芝浦工大 
は昨年は全日本学生王座を得ただ 
けだったが、関係者にいはせると 
『7人制に 不慣れだった』ことが 
惜敗の原因だといぅ。立大に奪わ 
れた2大タィトルの奪還に燃えて 
いるのが芝淸工大でちる。 

奮起するた関西費 

立大、芝滞工大、日体大同様に 
期待が持てるのは同大、関学呼関 


西一一強でちる。 

しかしこの両者は関西では強豪 
ぶりを発潭しているものの、ヒノ 
キ舞台での活躍はもまり期待でき 
ない。最近は技術的にも精神的に 
も完全に関東に追い抜かれた。昨 
年の学生王座でも有利な条件がそ 
ろっていたはずの同大が、一方的 
な経過で芝浦工大に敗れている。 

二強にしても関大にしてもなにか. 
が欠けて•いるのでもる。気力の充 
実 さえ もれば学生界を制ずる こと 
はもとより、大崎電気、全日体大 
などと 互角の実力を発揮できるは 
ずでもる。関西勢、特に関学の発 
奮を希望したい。 

気をはく清商ク 

トップグループに次ぐ第2グル， 
I プと見られる.のは教大、宗形製 
作所(大阪)、撰丘会(愛知〕、清商 
夕(静岡〕、住友化学菊本(愛媛〕、 
中京大(愛知〕などでちる。長い 
間関東学生二部にいた名巧教大が 
昨年夏ちたりから復活のきざしを 
見せている。宗形製作所も2月の 
全日本実業団に初出場して、よい 
ところを示したのはご存じのとお 
りだ。中京大、住友化学は毎年、 
前評判の割にはよい成績をあげて 
いない。ことしは大きく前進して 
もらいたい。実業团の進出でクラ 
ブチ J ムはシーズンごとに後退し 
て巧く。そのなかで蜡丘会、清商 
夕の東海勢がいぜん強みを見せて 
いるのは見事でもる。撰丘会は愛 
知教員夕の結成でメンバーがか散 
してしまい、昨シーズンは低調だ 
つた。だが再建に積極的な手が巧 


たれ、跋&会を中むにして編成さ 
れる-「全愛知」は国体で大崎電気 
の4連勝をはばむ最ちカチームに 
なりそう だ。清商クの実力 も 高く 
評価してよい。 メンバー ‘の結束 も 
堅く、スピ1ドもる攻守は一級 
口 g 。' r ことしはなにかひとつ 全国 
タィトルを」. と気をはいているだ 
けに、 每大会の ダ-—’クホー ス とし 
て 見の がせない チ ー ム。 

このほか今シーズンの活躍が期 
待され ている のは東北学院大、京 
都夕、下関ク(山口)、氷見ク(富 
山)、岡野バルブ(福岡)などで、 
桃山学院大が復帰ずれば学生界の 
ちカ チ I ムとして進出し よう 。ま 
た早慶明のヵムバックを願至ドが 
起きて久しいが、 S 大学とも今シ 
1ズンは充実した布陣で上位進出 
をわらっている。実業団球界では 
東西の大学出で固めたチームより 
も、高校生中、むのチ—ムの方が好 
成蹟をあげてい るよう だ。その意 
ホで美津濃(大阪)、一二萎レ(広 
島)、本田技研(111重)、日本鋼管 
(神奈川)らの成長が楽しみであ 
る。 . 

巧員は大阪、愛が有力 

昨年の国体から教員部門(男子) 
が新設され、教員チ！.ムには大き 
な励みとなっている。ことしは国 
体に W チームが出場するが、レべ 
.ルの高い選手がみい教員界だけに 
好試合が予想される。実力的には 
昨年の全日本教職員と国体教員の 
ダブル •クラゥンに 輝やいた大阪 
教員ク。それに全愛知教員クがこ 
としも 優勝候補としてちげられて 


一撕一 
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日本ハンドボール滿を公認球 


東京•豊島•巣鴨- 7下目1696 
TEL (941) 2 6 3 5-6 5 9 2 


いる。熊本、山口、新潟、長野、 
岐阜、香川などがこれに続こう。 
自衛隊球界では年々レベルの向上' 
が認められ、2月の全日本実業団 
では勝田(茨城)、体育学校(埼 
玉)などがかなり高い水準を示し 
ている。その育成のためにも事情 
が許すかぎり、.学生チーみなどは 
自衛隊チ]ムと巧流試合を行なう 
べきだろう。 

{か定した大洋デバート 

昨年『君の女子の予想は当たら 
ないわ』といろいろな人から巧肉 
.を言われた。私は全園タィトル四 
つの巧くえを愛知總3、簾本大洋 
デ。ハート1と予想していたのでち 
る。結果は大洋2、大崎電気(東 
京)、レナウン東京各1だった。 
愛知敵の主力選手の引退にょる戦 
力低下で、混戦が態となったのが 
その原因でもろう。ことしもこの 
混戦が態が続きそうでもる。愛知 
就の復活、田村結(一二重)、レナ 
ウン大阪の成長を考えれば、むし 
ろ昨年な上の乱戦となりかねな. 
い。ますます予想がむずかしくな 
りそうだ。このなかでいちばん実 
力が安定していると思われるのは 
大洋デパ I 卜でもる。西村に続く 
谈遇の成長でチームカに厚みがで 
てきた。-(注 H 四月中旬現在で徳 
永、蜡木の退部、それに故障者が 
続出している〕。 

対抗と目され るのはレナウン東 
京だ。大崎の方が上位と見る人も 
多いが、試合展開力にずぐれたレ 
ナウンを私は買う。これといった 
スターがぃるゎけではなぃ。チー 


ムプレ I に徹しているだけに、実 
業団厦勝の目信は今シ I ズンにも 
大きな影響を及ぼずと思う。大崎 
は実力を存分に発揮できないた点 
がある。ことしも「男女優勝」に 
こだわると誤算続きのシ I ズンに 
なりかねない。 

復調なるか愛が約 

今シーズン愛知紋がカムバック 
ずるか、どうかはひとつの興ホ 
だ。"本命"とまではいくまい。 
しかしことし「常勝」という十字 
架を初めから背負されているわけ 
ではないので、のびのびとしてい 
る。.きっかけさえつかめば、再び 
トップチームと.して曜聞すると思 
う。この四強の一角に割り込もう 
とするのが田村肋、レナゥン大阪 
である。 

結成 3 年目を迎え、少女チーム’ 
から脱皮しつつちる旧村親は調子 
に乗ると旋風を起こず可能性がち 
を。レナゥン大阪は結成いらいの 
地味な努力が、愛知結を破った。 
厳ち東京の優勝に刺激されて思わ 
ね金星をもげることもじゅうぶん 
考えられる。この2チ！ムの遁境 
いかんでは今年の一般かモ巧はお 
もしろくなる。か子の天下は実業 
団にも几全に占められてしまってい 
るが、最ぶ徳山ク(山口)、寝匡 

ク(大阪)、富山女高 OG 、 明 
善ク(福岡〕などは相変わらず名 
門らしい試合ぶりで、クラブ界を 
支えているのは賞してよい。一 
方、女子学生界は昨秋から関東リ 
1 グも 3 校(日体大、日女体大、 
東女体短大)となったが、全国的 


な発展を積極的、組織的に慟きか 
けるべきだろう。チームが増え、 
試合数が増えれば実業団に次ぐ勢 
力にまで伸びる。..高校界の下にも 
るょうな現化では情ない。 

7人制二年目の男子 

世界選手権での1勝を強烈な刺 
激としてうけとめたのは、やはり 
若い力——高校界でもろう。 

昨年韓国高校選抜との交流で1 
日勝敗という不振に終わったのは 
ショックだった。ことしは全国高 
校終了後に一二度目の日韓交流が決 
定しており、雪辱への意気に燃え 
ている。また、男子は7人制統一 
後、一一年目を迎えるわけで、どの 
ょうな成長を示しているか期待を 
持って見守りたい。 

全国高校のちカチームとして評 
判が高いのは桜台、中京商の愛知 
二強をはじめ寝匡川、，三国丘(大 
阪)、丘ハ庫エ、明石(兵庫〕、熊本 
市商(熊本)、明星(東京〕、氷見 
(富山〕、清水市商(静岡)など。 
このほか年連続出場目ざす新居 
お H (愛媛)、 W 年連続巧回目の 
出場をねらう盛岡一 ( 岩手)の両 
ホ豪、それに加納(岐阜/金お 
商(石川)、小杉(富山〕、地元と 
なる長野勢の進境も大会を色どる 
ことになりそうだ。 

城化の連勝なるか 

一方、高校女子：^初の韓国遠征 
が予をされ、張り切.つたプンーが 
見られよ 

3連勝をねらう静岡城北は巧年 
の慶勝メンバーの大半を残してお 


り、熊本市立高の樹てた3連勝の 
記録にタィとずるかどうか注目さ 
れ る。 しかし大阪、東海、北関東、 
中国、九州など名門巧の多い地区 
では、相変らずレベルの商い予選 
が巧なわれている。これらの地区 
からの出場校は、静岡城北にとつ 
て大きな力べとなりそうでちる。 

こうした名巧校の伝統的な強さ 
に対して、今シーズンはかなり新 
顔チ I ムが登場しそうでもる。特 
にま原(静岡)、名古屋女商(愛知、 
富山化などの活躍が期待できる。 


ち捕工大け回目の歷騰 

関東学生春季リーグ戦は4月の 
日から日月じ日まで明大八幡山グ 
ラゥンドで行なわれた。芝浦工大 
は第1戦で中大に W —9 で敗れた 
が、その後順調に勝ち進んで昨秋 
に引き続き2連勝、通算巧回目の 
優勝をとげた。 

『一部』 

® 芝辅工大6勝1敗®立大、法 
大、教大日勝2敗⑥早夕日体大 
中大2勝日敗感明大1勝6肢 
『二部』 

①慶大日勝③获城大 4 勝 1 敗© 
防衞大 3 勝 2 敗®順天大 2 勝 3 
販®東大 1 勝 4 敗⑥東京学芸大 
日敗 
『111部』 

①日大日勝®武蔵了大 4 勝 1 敗 
③関東学院大 3 勝 2 敗®干葉エ 
大 2 勝 3 敗®東京理大 1 勝 4 敗 
. 風上智大日敗 
『女子』 

①日体大 4 勝感東女体大 2 勝 2 
敗®日女体短大 4 敗 
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レナウン東京、宿願の初優勝 

第4回全日本実業団 -2 月8日〜10日•大阪 


勝 

.1 ヨこ ' 

連 

4 

ぐ> 

ク 

気 

寻互 

埼 

大 

ま 

子 

男 


第4回全曰本実業団選手権大会 
は2巧8曰から大阪府な体育を簡 
大阪巿中央体育館で男子 M (棄権 
1) 女子8チームが参加しで巧な 
ホれた。大を始まっていらいのを 
数の参加がをり、をチ—ムのレべ 
ル向上からシーズン最^を飾るに 
みさホしい大会となった。 

「男子」 

▽一回戦 

自^ I 

旧(茨城)‘ 

岡野，ハル3/^巧—7ン6 

ブ(福岡) 3而子 

美津嫂之日 Is で 
(大阪 )11 UI 日 Y 


Is 管の(門曲 S * なな W 


錦 f 贷ぶ 


P 靡品 U ) の 


丸紅飯田 
(大聰) 

大限ガス 

奚阪〕 

斩一二菱重， 
エ養知) 

日野自動 
串讓岡) 

自衛隊 
体育学校 
(埼丢 

ド輯廣神工業 
すを K (北海道) 

邊か W 1で一5で盛岡巿役 
(蘇2 17—己1巧鲁麦 

豊橋建設2 1^5—之 9 日東電気 
(愛知)11717 ( 大阪〕 

▽二回職 


日本鋼管〇、4- 
(神楽 W )1 1,6- 

ゼネラル物 
産(大販) 


ホ P1 蓋=31 


自衛獻5へ 4—9 ン。 
勝 田 


ゼネラル 

物産 

京背市役 
所 

P パル s ( n )。 穀谷壯 

フ r . Z 黃裹 

日本触媒 
(兵隻 

常號工業 
(岐阜)， 


类津濃 


爺 


WI 3、 


(一一蚕) 

一二菱レイ 3 f 9—3 一 8 巧田生命 
ヨン大化之 M —5 j 8 ( まき 

菊巧学聲豊橋建設 


(愛媛)' 


脈が^げ义皿 H ; 


〇…京都市役所、本田技研が敗れ 
る波乱がちった。京都市役所は前 
半、能波、中村、福井らが確実に 
得点して yl ドした。しかし体力 
にまさる自衛隊勝田は後半出足の 
ょいヵットから反撃に転じ、 福井 
のタィミングのょいシュ I 卜で C 
みには とタィに し、 この あ 
と一気に逆転して京都の追撃を振 
り切った。また日本銅管夕も初登 
場とは思えね試合運びのぅまさで 
本田技研を破った。住友化学(前 
回2位)対豊橋 (3 位)は好試合 
が期待されたが、前半巧分 6—2 
と開いてな後は住ちのべースに終 
わった。東西の大学 おで 固めたま 
田生命も攻守に鋭さがなく一二菱レ 
に完敗。(杉山) 

▽準々決勝 . 
大崎電気是 IM ぃ )9 齡衛赚 
丸な、京都市役所を破った勝田 
のダ ークホ ー ス •ふりに期待された 
が、前半 W 分で 811 と離されて 
しまった。しかし 勝田の この 大会 
での活躍は印象に残り、自衛隊球 
巧の成長を示すものでもった。 

(岡井主審) 

^野，ハル叉丽 U パ)6美津濃 


■美津濃は遅攻、岡巧は速攻と巧 
照的だっ.たが、美津濃の遅攻はド 
リプルにたょりすぎ岡野のディフ 
ユンスに完全につぶされた。これ 
に対して岡野は矢島を軸に多をな 
巧撃をみせて文巧のない勝利だっ 
た。(中出主を〕 

宗形製作日本鋼管 
所 1 1^9 — 1 j6 ク 

ともに初出場。芝工大 OB で固 
めた宗形はさすがに試合運びがぅ 
まく、銅管クを圧倒した。宗形の 
攻撃は中央、サイドと変化がちり、 
しかも义おがすばらしい当たりを 
みせて W 点をもげ、余裕ある試合 
ぶりだった。銅管は前半斜々まで 
518とをい下がったが、後半は 
宗形のディフ - ンスを巧めくずせ 
ず、&;八刀本田が1点を報いたにす 
ぎなかった。体、巧ともにすぐれ 
た宗形の勝利は順当。(杉山) 

住友化学 8、 sl 7 で一一裏レイ 
菊本 ョン大ゎ 

勝負のヤマは、後半のみからの 
「5み間」にあった。それまでは 
一進一あ、互角の試合だった。住 
ちは後半 W 分加藤のゲットで U — 
9と2点リード。， U 分、 U を北山、 
W 分加藤、：：3を伊藤とたたみかけ 
て KI 9 とし、一一菱レを大きく突 
きかした。一一一菱レ守備陣がこの5 
分間お策だったのは惜しい。見ご 
たえがあり。実業团チームの巧実 
を一本す試合だった。(杉山) 
▽準み勝 


大崎電気 


費； 


•翊野バル 


1か大崎れ野が先取点、そして 

1か W 秒岡野の中原が*ヶット。ス 

タンドからわっと抽手が湧いた。 

しかし、岡野にとってこの得点が 

前半唯一のものとなった。な後は 

大崎のヴンサィド。岡野は後半開 

始直後連続2点をもげるなど新鋭 

らしい試合ぶりだったが、力の差 

がもりずぎた。(杉山) ■ 

宗形製か4/^6 —2 住友化学 
巧 11817 j 夕菊本 

最初から両チ ー ムとも激しい聞 
志をみせた。1点を先行された宗 
形は W 分ごろからょぅやく調于を 
出し、越智、久保を交互に走らせ、 
この二人の突進力で全得点(前半) 
をかせいだ。後半の住友は宗形の 
パスミスをひっかけて4分には6 
—7 と迫まったが、逆転するに至 
らず、 W かな後は再び宗形のぺ I 
スとなった。住友としてはち形の 
久保と越智に対するマークが甘く 
また攻めてはむだなローリングが 
多く、決め手となる得点源がなか 
ったのが敗因。(光島主審〕 

▽決 勝 

大崎電気叉刷 u ) s 麻形製作 
0:崇形の主力は芝工大 OB 。 前 
半^3分まおが 3—1 から久おのゲ 
ットで3—2とした。ムかし大崎 
は徐々に力を出して、6 12、8 
1 3、9 1 4と時間の経過ととも 
に点差が開いてしまった。前半で 
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得 2. 102320000 I u 
リ辺 w 見智保村川見が 
W 平鷹越久中荒塩粟 


谷 

K 

G 

討上野田廳村口橋宏原本 
化；覆 


は，井化金宮化田高宮餅福 
得883150011 〇 1の 

こうなっては、後半を持たずに 
『勝負もった』というところ。竹 
邸、井上、化村らがマィボールの 
たび.に突き刺さるょうなシュ！卜 
を放ってダブルスコアをはるかに 
上回る大差となって終わった。後 
半宗形もシャープなシュートや、 
久保がバックハンドシュートを決 
め、 GK 谷もファィン-プレ—を発 
揮して応援団を喜ばせた。(杉 山}. 

「女子」 

一> 一回戦 

大鸣ァパ 6 /^ 812 ン..東を重機 
1( 熊—5 ( 神奈川) 

大洋は相変わらず西村、徳ホ、 
久連松のトリオが確実に得点。裔 
藤一人の重機に乗ずるずきを与え 
なかった。(杉山) 

レナゥン9、斗 I S 一 t 田村就 

東京 ^5 11 ,/ (一一一重〕 

第一日のが力 I •卜。両チ I ムと 
も立ち上がりから積極的に攻め 
た。しかしこれといった決め手が 
なく、試合のぺースを握ることが 
できなかった。後半開始直後に田 
村就はパロのシュ I 卜で414、 


レ.ナウンはこのちとれ本が7 メー 
トルスローをものにし再ぴリ1ド 
した。このリードに気をよくした 
レナウンは W 分な後3点を連取、 
ま全圏にはいって、そのまま逃げ 
切った。田が就は、簡単なシュ I 
卜をラィンクロスで失販するなど 
勝機を自らのがした感じ0,特に後 
半2分間無得点だったのは不出来 
•たった。また7 メ J トルスローを 
二回も失敗したのもまずい。(中 
出主審) 

レナウン 8 /S —愛知热 
大阪 8_-5|3^5 

レ-ナウンはポストプレ—から菊 
田、東がぅまく得点し、愛知就を 
破る金星をあげた。愛知親は前半 
1—2のもとの7メ1'トルスロ1 
を落とし、ずっては後半開始直後 
に、連続2点をとられるなどよい 
ところながかった。(小西主審) 

大崎電気又に一 33 揖斐川電 
牽髮又 SI 2; S . 気(岐貴 

大垣南高の〇 G を主力に今夏の 
全日本、来年の国体(いずれも岐 
阜県高山巿)を目ざして結成され 
た揖斐電に注目されたが、大崎の 
鈴木を中むとした速攻に完敗し 
.た。個人のシュ I 卜力にたよるだ 
けでチ I ムプレーが見られなかっ 

た。(杉山) 

▽準決勝 

レナウン9^4 1 日一目大洋デパ 

東京 /1;目1卜 
大洋は化ち上がり 2—0 と順調 


なずベり出しだったが、その後得 
点できず、：2；分には2 —3とされ 
た。しかし前半巧分から中村、' 千 
原、徳永が好ゲットして1点の差 
でやっとリ I ドした。昨年十二月 
の全旧本室巧はレナウンがリード 
して、後半大洋にひっくり返され 
た。この試合も後半は追ぅ者がち 
利になった。後半蘭始直後レナウ 
ンは強引な攻撃でもっさり5—日 
と夕'イ。8分 W 秒には太田のもざ 
やかな切り込みで6 —5 とリ I ド 
した。大泮も U 分西村の初得点で 
6—6 としたもめの、試合はだれ 
が見てもレナウンのぺ I ス。巧分 
寮藤、さ.^に W 分にはれ本が7 メ 
1トルスロ I を決めて 8 1 6 °じ 
分には太巧がダメを狎しして大洋 
，を押えた。前半の接戦とは打って 
変わり、後半はレナウンの一方的 
な試合となった。レナウンのまと 
まりを再認識させられる一戦だっ 
た。(杉山) 

大|気又パ N 39か i ゥン 
愛知軸を破って意気據がるレナ 
ウン(大阪)でもったが、大崎は 
スダートから好調。髓へりシヨー 
トパス攻法がもざやかにがまり、 
レナウンディフユンスはその体勢 
が整わねぅちにゴ I ルを割られて 
しまった。レナウンはセットホフ 
でンスに研究のちとが見られた 
が、.「型」にこだわりすぎで柔軟 
性がなく、しかも化ミスを繰り返 


して大崎に逆襲の糸口を与えた。 
後半レナゥンは大崎がシユ，1トミ 
スで苦しむスホをサィドから攻め 
て追い込んだものの、前半の分7 
—2 での差が最後までひびいた。 
(岡本主審) 

▽決 勝 


レナウン 

東京 


の大晦電気 


-010 - 

得1232300 〇 - H 
^辺田岡本-藤上沼 
いが太み化を川祝 


别巧川か木井井津石答ぅ 

y 田黒早鈴宇永深白古 （ 

得02031400〇 W 
〇…女子の全国大会で東京 同 ±が 
賴を合わせたのは、球あ始まって 
いらいのこと。先取点は9分にな 
ってやっとレナウンの風岡が FT 
からもげた。 U 分こんどは大崎の 
永井が FT からクリ I ンシュート 
して 1 1 „ このあと試合は前半 
W 分レナウ y が4 —2とした「1 
分間」な外、たえず1点差でも-っ 
た。しかしわずかにレナウンが押 
し気味の試合であった^それは絶 
えずレナウンが先手を取っていた 
ことと、大崎のパスヴ J クが極端 
に乱れ、しばしばラインを割も悪 
投さえ生むという不調によるもの 
だった。その大崎が後半6かに G 


K ホ谷のうまいボール出しから宇 
井が単母ドリブルで持ち込んで初 

めて。- 6とリ I ドした。大崎は 

ここで主導権を摇るベく、慎重な 
攻防を見せるべきではなかったろ 
うか。にもかかわらずもっさり風 
岡に同点のゲットを許し、攻めて 
はゴール前でボ I ルをいたずらに 
回すだけという惡いタセを出して 
しまった。しかし押されながらも 
勝運はもくまで大崎にホ方してい 
たょうで、レナウンは後半7メー 
トルスロ！を二回'も失敗した。し 
かもそのうちの一回は大崎に W 1- 
9とリードされたあとだっただけ 
に、これを落としたレナウン勢は 
敗色濃いものがちった。ところが 
粘るレナウンはタイムアップ直前 
に FT から風岡が起死回生のロン 
グシユートを決めて延長に持ち込 
んだ。延長前半 i 分、；巧本が7 メ 
I トルスローをがめ、この1点が 
決勝点とな.った。レナウン東京の 
初處勝は球界に新風を吹き込み、 

シーズン最後を飾るにふさわしい 
幕切れでちった。(杉山) 

巧野正巧君巧去 

丸紅飯田(大阪)の町野正光君 
(S 歳、熊本商高出〕は2月 W 日朝 
ガス中毒で死ました。前夜残業し 
たちと同厳とガスストーブをつけ 
たまま就寝、ガス管がはずれたも 
のらしい。同君は数日前の全日本 
実業団選手権で大いに活躍した。 
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世界選手権に出場した‘ 
全日本が掃国して昨シー 
ズンのすベての巧事が終 
わった。そこで本誌恒例 
の「昭和郎年度の W 大三 
ュース」を選んでみた。 

①り人制全廃、7人制の採巧 
(4 巧) 


U 人制の全廃は一昨年あたり 
からすでに「時間の問題」とい 
われていた。しかし、これまで 
の球界は U 人制にょって築かれ 
育ってきただけに反響が大きか 

った。 

i 風世界選手権で/ルゥ I — か I 
; ら宿願の初隙が(如年 3 巧 ご 


ムバックを見せた。まず日月の 
関東学生リ I グで昭和撕年秋季 
いらいのシーズン(。年)ぶり 
に優勝、第6回全日本学生、第 
巧回全日本總合でも堂々と優勝 
した。芝浦工大、全日体大、大 
崎電気などにタイトルが片寄つ 
ていただけに、立大の健聞は新 
鮮な話題でちった。 


女子実業面はシーズンごとに撒 
しさを増している。 


©日韓高校戰で曰本 1 隙日敗 
の不振(じ巧〕 


感女子実業团め祐巧と大洋デ 
パートの 2大 タイトル 獲得 
っ8月、 W 巧) 


まさかと思ったこの国際試合 
で日本は第1戦(明星高〕に勝 
利を飾っただけ。な後5連敗と 
いぅ不振に終わったのはショッ 
夕だった。敗因はいろいろもる 
が、韓国の基礎技術向上は万人 
が認めているところである。韓 
国ならいつでも勝てるという思 


本•誌•慣•例 


昭がが年度 W 大ニュ—ス 


詳細は別面特集のとおりだ 
が、3月6日パルドビッチ(チ 
ュコ〕で行なわれた7人制男子 
第5回世界選手権第】日で日本 

がノルゥエーをで破つ 

た。世界選手権に参加すること 
四度び。この間連販していただ 

けにこの"1勝の意義"は大き 
、〇 

③立大、を日本学を、を日本 I 
i 総をの2大 タイトル 獲泻 I 
(7 月、8ち ) i 


'長い間、上位戦線から遠ざか 
つていた立を大があざやかな力 


上昇の一途をたどる女子実業 
団巧界はま京重機(巧奈川)、 
揖斐 W 電工、.お江絹糸(な上お 
阜ソなどがチームを結成。しか 
も常勝愛知概が主力選手引退か 
ら戦力が化下したためな戰状態 
となった。そのなかで大洋デパ 

1卜(がまが第 U 回全日本絕 
合、第化回国体に優勝して安定 
した力を見せた。また、第の回 
全日本ま巧は大崎電気(東京)、 
第4回全日本実業団はレナゥン 
東をがそれぞれ初慶勝したが、 


本•誌•悟•例 

いずごしを改めなければならな 
、〇 
V 


©第巧回国体で徳山高が初の 
男女湿勝(のち) 


③地ホ協を々長に、実業固チ 
—ムな長が続々登場 


まもなく W 周年を迎えよぅと 
している協会が、粹来発展する 
にはどぅしても地方協会など下 
部組織が拡充されなければなら 
ない。その機に愛知協舎長に小 
杉仁造氏(愛知結を長)が就任 
したのを始め、東京協会長に渡 
辺和美氏(大晦電気を長)、福 
岡協会長に岡野正実氏(岡爵バ 
ルブ専務〕、一二重敏会長に西村 
正衛巧(田村紙を長 • Ill 重県体 
育協会長)がそれぞれ就任した 
のは朗報でもる。ハンドボール 
を愛し、ハンドボールを知る会 
長の登場はこんごまずまず増え 
るだろうし、また増えてほし 、V 
ものである。 


⑥ち浦 H 大、 3 年連続全日本 
をを王座獲得 (：= 月〕 


地元の利がもったとはいえ、 
徳山高のこの活躍は見事。当分 
この記録は破られそぅもない。 
同校はこの快挙で、今シ I ズン 
の日本スポーッ賞ハンドボール 

部門賞(読売新聞を制定)を受 
けた。 


® 韓国学生選巧がホ白 (6 月) 


ぶりに外国チームとして韓国学 
生選抜チームが来日。全国で8 
試合(韓国3勝4敗1み)を巧 
なった。 

韓国からチームが来日したの 
は初めてでもり、第1戦(東海 
学生•名古匿)は国内で初の室 
巧 (7 人制)国際試合だった。 


⑩関西を生春をリーグのトラ 
ブル。桃山大檢名、関單出 
場厚止强ぎとなる(日巧) 


春の関東学生、そして夏のを 
日本学生で立大に販れたが、秋 
のリーグには再びタィトルを奪 
還。そして王座を守ったのは、 
やはり芝工大の地力を示すもの 
でもる。王座獲得はこれで六度 
目。関学の八回にあと二回と迫 
まつた。 . 


加年のルーマニアいらい久し 


関西学生春季リーグ第二日の 
関大対関学戦で関学が判定問題 
から試合放棄した。これに端を 
発し、桃 山 学院大が関学との対 
戦をお巧したため、騒ぎが一段 
と大きくなった(本誌第 W 号参 
照)。事情はともあれ、学生巧 
でこのよぅなことが起きたのは 
遗憾であり、今シーズンの汚点 
となったのは残念でもる。 

(次点)全国高校女子で靴岡 
城北高2連勝。 

ぉ願ぃ 

卵年度の W 大一一-ュースは関係 
者、読者の方々にアンヶートを 
発送して集計したいと思ってい 
まず。そのさいは協会から用紙 
を発送しますのでご協力くださ 
い。くわしいことは次号でお知 
らせしまず。 
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愛 知 県の 


前号でも述べたとおり、愛知県 
チームにょる初の全国優勝は巧年 
2月地元一宮で關いた第1回全日 
本総合女子で愛知クにょってなし 
とげられた。続いて说年1月の第 
4回東西がお高校男子‘で一宮高が 
名門天王寺高(大阪)を破ってそ 
の二番まとなった。しかし、この 
二つの タィトル 獲得をもってして 
も、全国最強地区としての名声は 
いぜん大阪、東京、，福岡、岡山あ 
るいは北関東諸県に及ばねものが 
もった。名実ともに「ハンドポ— 
ル愛知」の名を確固たるものにし 
たのは、挑年6月の第2回全国髙 
校男子に初出場した桜台高が見事 
蔭勝を飾り、さらに同年の第6回 
国体高校男子、第日回東西対抗髙 
，校男子にも屬勝、 W 年度の离校男 
子の トリプル タラウンを撮り、.お 
戦全勝の快記録を巧ち樹てたこと 
だ。さらに扔年には国体高校で男 


子撰台高(二連勝)、か子稲沢高 
がそれぞれ優勝、战年には、この 
両校が全国高校、国体高校の両大 
A 養勝と いぅ 快挙をやってのけ、 
全国最強地匹の名をゆるぎないも 
のとした。蜡台高はこのもと孤年 
まで5年間にわたって全国高校の 
タィトルを 保持し、孤年かちの3 
年間は国体にも擾勝して連続ダブ 
ル•クラゥンの 障業をとげたので 
もる。 

’この蔭にはその基礎を築いた宇 
津踩年一巧、如年な搔現在まで監 
督の稲石 一ニ ニ氏のすぐれた指導力 
を見のがずわけにはいかない。 

こぅした 高校界の躍進と同時に 
1般球巧も優秀チームがシ f ズン 
ごとに.生れ、前年の国体一般女子 
で欄巧クが優勝、 S 年の第6回全 
日本総合でデビューした殺を会も 
乳年の第 U 回国体一般男子で廣 
勝。全日本の トップ チ I ム として 
のが 地位"を固め、な後の全国大 
会では常に ビッグ •フォアに名を 
連ねる 強豪となつた。楼台、禪'が、 


蜡丘会、稲’がクなどは全国諸チー 
ム から打倒の 目標と される一方、 
県内 手 I ムも こぞってこの四者か 
ら勝利を あげようと 努力した。愛 
知県を制ずることは全国を制ずる 
力をちしていること.にひとしかっ 
たからだ。この県内の撒烈な争い 
はプレ I ず I のレベル向上に大い 
に役立ち、犯年の国体一般女子で 
は全愛知を編成して優勝を飾るほ 
どの厚い選手層を築くところとな 

った。 

また当時の県内の高レベルを物 
語る代表的な例は、，抓、則年の2 
年間、全国高校への「出場権」を 
稲が高からどうしても奪えなかっ 
た半田高が全日本総合に出場。一 
般、学生などの間にまじって W 年 
準匿勝、乱年には慶勝という記録 
を残したことでちろう。 

この慶勝で県の高校女子界の座 
は稲沢高から半田高に移った。別 
年の優勝メンバーの主力は站年愛 
知結に入ホ、その年の第9回全日 
本総合でデビューしてちっさり優 
勝、いわ峰る「愛か紛時代」のふ 
た明けとなるわけでもる。 

愛知滅についてはその活躍が近 
年なので省略したい。しかし胜年 
から全日本総合6連勝、国体一般 
女子2連勝、全日本臟合室内2連 
勝、全日本実業団3連勝と於年ま 
での6年間に巧の全日本 タイトル 
を獲得、特に别年には「全日本4 
タイトル 独占」という史上初の大 


記録をつくり、世界選手権舒年 
6月)に6人を送り込んだ。 

これまでのか子界は現在のよう 

に実業固が少なく、実力差が閉い 

ていただけにタィトル独占も比較 

的，容易だった。それにしても愛知 

紙の ように、 む•技•体のそろった 

大チームが今後出現するかどう 
i 〇 
力 

愛知揣誕生の母体となり、犯年 
な後はその妹格となった半旧高は 
その後齡年1月地元名を屋で開か 
れた第4回全日本総合室巧に廣 
勝。お年の全国高校は準蔭勝に終 
わったが、その年の国体では見事 
優勝。そして W 年にはついに全国 
高校で優勝して规年いらい8年ぶ 
りに"女子の優勝"を愛知に持ち 
帰った。なお、半田高と愛か棘と 
を栄光の道に導いたの，は林璧口巧 
でもり、同氏の忍耐強い指導力も 
県球あ上特筆されるべきものでち 
る0 

一方男子はお年ごろから中京商 
の進出が目だつようになった。 

別年 1 月の第 4 回全日本總合室 
内で初登場、记年に待望のを国高 
校に初出場した。しかも決勝でお 
台高と屢勝を争うさっそうたるデ 
ビューで、2:5をは蜡台髙とともに 
連続出場。別年には 3 年目にして 
堂々と優勝をどげる進出ぶりであ 
った。そして北年、'%年は2を 
連続して松台高と優勝戦で顔を合' 
わせて連破。狀年には国体高校巧 
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子にも快勝してダブル •クラゥン 
となり、 中京商時代と なった。，こ 
の中京商の指導はお台高を手がけ 
た宇津野年一巧が中、むと なった。 
同巧は宿敵としてかみ 合う 両 巧の 
育ての親 というぶ巧なめぐり合わ 
せになった。この中京商の 囊生 
にょって則年中京大が誕生、東海 
学生リ I グに加盟ずると現在まで 
実に日年間不敗の無敵ぶゥ。学生 
界の「惑星」として施年の第4 回 
全日本学生では第4をと なり、虎 
視 たんたんと 学生王座を ねらって 
いる。 

いささか順序が逆になるが、 こ 
うした県球史の花々しい戦果がい 
ちどに咲いたのがお年でもる。 こ 
のシーズンはまず 6 月に 来日し U こ 
ル[マニアと全愛知が瑞穗競技場 
で対戦。说—巧で敗れたが、後半 
はルーマニアを氏倒する 速攻をみ 
せて W —7 とリ t ドずる善戦ぷり 
だった。 この 善戦で県内の意気が 
揚がったが、夏の第じ回全日本總 
合女子で愛知棘が 4 年連続優勝、 
男子で按丘会も 4 位となった。さ 
らに第 U 回全国高校で史ぉ商が2 
年連続優勝、お台高と半 旧 高が準 
優勝した。 W 月の第巧回国体(熊. 
本)では、 4 部門完全優勝 (桜丘 
会、.愛知旣、中京商、半巧高〕と 
いう大記録を樹立した。シ I ズン 
最後の第 7 回全日 ネ 総合を 黄では 
愛知細が 3 位を獲得。 この シ ー ズ 
ンだけで全国 タイトル6、 準 優勝 


2、3 1 4 をを 1というず丈らし 
い成績をおさめた。栄光に包まれ 
た球史のなかでもこの年の花やか 
さは最^局でもる。 

愛知県のチ t ムがまだ優勝して 
いないのはの優勝のうち、学生 
界の 2 大 タィトルを はじめ全日本 
実業団男子などわずか 7 つを残ず 
だけ。これらの タィトル も中京 
大、全愛知教員ク、新 S 菱重工な 
どの新しい力にょって近い将来必 
ず獲得するだろう。.中学球界がシ 
1ズンごとに拡充されているの 
も、若い指導者層に往年の一流選 
手がそろっているからだ。名門、 
ホ豪、新進入り乱れてしのぎをけ 
ずる愛知球界は、いつまでも「全 
国最強地区」の名を誇る ことで あ 
ろう。(了) 


S 重 県 


一二重県協会の設立は班年4月。 
設立までには関巧まが2年に巧い 
努力と情熱を傾け、 ょぅやく 発巧 
したものである。協会設立へのき 
つかけはの年に服部英郞氏が この 
競技に着腺して普及に乗り出し 
た。その年の8月本部から的場益 
雄巧のま県で講習会が斤なわれた 
ことである。この講習とその直 
後の競巧会には二、一二の高校チ— 
ムが参加しただけだったが、^年 
春には組織的な部活動による高校 
チームが少数ながら誕生した。引 


き続いて服部巧、それに高田高を/ 
員で日か大のを手〇百の日沖修巧 
が既成チームの強化と、県下一円 
への普及に巧めた。また日体大を 
はじめ按台高、瑞陵高など愛知県' 
から優秀ほを招いたのも、' 初動期 
の県球界のためにはを意義であっ 
た。 ’ 

県外試をへの初参加は M 年の第 
1回東お選手権(兼国体予選)、 

この.大会の県予選に津巿な化、こ 
とに四日巿市せをの高巧体育を官 
が集まって参加したことが協会設 
立の直接の動機となった。当がか 
ら現在まで県球界が津ホ近をと四 
日巿巿周辺で蔽大なのは、 この 最 
初の大会に集まった指導ま層の影 
響で あろ5。 この東が選手権参加 
を機に県協会設立が積極めに進 
み、再一二にわたる準備会のちと、 
初代会長に森本高男巧(県あ育委 
員)、巧代巧事長に藤田善あ巧、 

高体連部長に服部氏、理事に日 
沖、諸岡巧夫、巧井秀雄、佐野由 
子のを巧がみまり、巧年 4 月 1百 
に発足した。 このあと 会長は田 中 
一郎、今井正、服部阿津一一巧と変 
わり、現巧の会長は田村正銜巧が 
五代目。理事長も諸岡、金がお郎 
巧(現職)と変わった。諸岡巧は 
が年から£^年間にわたって理事長 
をつとめた。また創立当初の理事 
であり、それな後も女子 チ I A の 
育成に熱意を注がれた佐野巧の巧 
績も大きい。協会活動の発展とと 


もに競技面もシ I ズンごとに成長 
した。をチームの対抗意識 もさ か 
んで、巧にお年6月の全国高校予 
選み勝で四日巿エ高と四日巿高が 
顔を合わせ、両ほ生徒が総出であ 
援合戦を演じ、いまでも語り草の 
ひとつにされるほどの激戦だっ 
た。これら競巧面での詳細は次号 

にする。(つ.つく〕 

(を==福井県の巻は次号に掲載し 
ま丈 

X X X 


協会告知板 


全日本室巧は巧チ—ムで 

日本協会は4月別日の緊急常務 
理事会で全日本選手権の出場チ— 
ム。試合方法について次のょうな 
原崇を作成した。 

「全日本総合選手権大会」 
男子は记チ I ムとずる。 

W 昨年度上をチ I ム 4 
胁学連代表チ—ム じ 
肋ブロジタ代表チ I ムじ 
脚地元代表チ—ム 3 
風協会推薦チ f ム 1 
女子は制限しない。 

「全日重 11内総合選手権大会」 
男女とも；5チ I ふを推薦、選出 
ずる。試合方法は卜—ナメント 
で4チ ー ムを 選びこの'4チ f ム 
でリ I グ戦を巧なう。 W チ f ム 
の選出方法などについての詳細 
は、檢討したうえ決定する。 
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大阪教員ク、ち w で連勝 

0ことしの国体教員、全日本教職 
員で優勝候補一番手にあげられて 
いる大阪教員クは1月の日金がに 
遠征、地元チームと対戦、3連勝 
して貫録を示した。 

大阪教員ク的—8石川教員ク 
大阪教員ク fn 全石川 
大阪賽クが一 S ^金が高 I 

強化に熱入れる化阜 

〇ことしの第化回全日本絕合、来 
年の第 W 回国体開催を控えた岐阜 
県協会は、'地元ナ I ムの強化をは 
'かって積極的な動きをみせてい 
る。このほど第一次国体候補選手 
を決定した。候補の中には教員に 
巧上田、森州(中を大出)、豊島、上 
妻装大出〕らが含まれておゥー殷 
男子は常盤工業、女子は巧斐 W 電 
H の実業団が中むとなっている。 

本田巧研が優勝 
◊第8回一一一重県選手権(男子)は 
1月巧日津ホ高で行なわれ、本田 
技研が優勝した。 

▽準決勝 

本田技研 S — U 四日市エク 
賴の森ク如 IW 日本合成 
▽か 勝 

本田濤乂皿 N 如3賴の森ク 

氷見ク、いぜん強し 

◊第3回富山県室巧選手権は2月 
8日、9日の両日富山巿体育館で 
行なわれた。一般男子は氷見クが 
3連勝、女子では県立富山女高〇 
G が不戦勝で3度目の優勝。 
▽一般男子準決勝 
氷見ク扣 IW 富记大 


全富山教 619 北陸日野 
貴 21自動幸 

▽典 驟 _ 

k 夏ク之巧—ので全富山 
氷見夕2京— 9. Y 教員 

▽高校男子決勝 
ホぁ及 su ) u ホ見 
▽高校女子決勝 
髙岡女6巧 N 苗 S 富山化 
小核、高岡かはともに初優勝。 
をホ商、半田を破る 
◊愛知県高巧室巧選手権最終日は 
1月が日金山体育館で行なわれ、 
男子は中を商がお台を破って優 
勝、か子は新進ちか商が半田高を 
大差で破った。 

▽男子準み勝 

中京商 WI 9 を知エ 
が 台じ IU 時修館 
▽同決勝 

モ历商は巧 u ) u ぉ台 
クサ 1+* 巧勝 

名ホな： S —3 安 巧 
半 田巧—1愛知商 
▽同.ホ勝 

名女商パ)6キ a 

ち累巧優勝 

◊かわてから準備を進めていた大 
阪実業团リ‘ I グは 6 チームが参加 
して1月 W 日大阪府立体育館で開 
幕。その結を、ま浦工大出で固め 
た宗お製作所が初優勝した。 

丸む飯田 MIU 大阪ガス 
宗形製作 U —3 日東電気 
美津濃大阪ガス 
美津濃 S —9 丸な飯田 
ま形製巧拟 —8 大阪ダス 
丸に飯®別—1的ホーフを 
宗お製作 W —5 美津濃 

大阪ガス W -9 J ネーフ龄 


宗形製作棄権 J ネラ鈔 
丸扛飯田 U —6 ^東電気 
美津濃 2— 口 J ネラ麵 
大阪ガス KIW 日ま電気 
日ま電気 fa J ' ホラ，^ 

宗形製作 W —4 丸む飯田 
美津濃 817 日東電気 
〔順位〕0泉形製作日戦全勝⑤ 
美津濃3勝1敗1分®丸な飯田 
3勝2敗感大阪ガス2勝3敗 
⑥.日東電気1勝4敗®ゼネラ 
ル物産1分4敗 

ク国体関東チ選兼関東選手権大会 
(5 巧2〜4日、浦和) 

「一般男子」 

▽一回戦 

大崎電気埼玉113塩山ク_じフ 

爲丢41 ffis 

桐生クラブ9 8原子力研究 

(群曼111所凑婪 

足利球友会 017 佐原ソ巧ツ 
(栃木〕^マ (千葉〕 

千代田巧刷5 1 〇全神察川 
機(東京〕11(神察川〕 
▽準決勝 

大崎電気 010 
埼玉 31 


桐生クラブ 
足利球友会ローロ 田印 


'大崎電気 5 fs j 
埼玉 21^巧—_ 
「一般女子」 
▽一回戦 
大崎電気埼日— ち 
玉(埼玉〕2日， 

梨窓バづブ^— 2 
(山梨)1 

東京重機 3—3 
(神奈川) 4 a 

レナウンエ〇 I 

業菓裹1 

▽準決勝 
大崎電気 914 
埼玉 1 


:搞 


々ン UI 2 ' 東京重機 
▽決 0 

太崎電気7了—3ン6レナゥ 
制玉 71^613 je ンエ業 

「高校男子」 

▽一回戦 

明 星6 3 富 岡 

菓夏11 (震). 

塩山商目15水戸 H 
(山梨〕11(茨城) 

関東学院7—日浦お市立 
(神奈川〕 111 (埼丢 

足 利 3—3 佐 原 
(栃木) 2 3 (千葉) 

明 星批—じ塩山商 
関東学院 WI 7 足 利 
▽が 勝 

夏門 。 U I 獻 


巧 

「高校女子」 
▽一回.戦 
前礁ホ立巧—6 




足友鋪 


全群馬 
(群馬〕 

足利女高〇 

G 扁木) 

佐県か子ク 
ラブ手葉) 
ロンドエ業 
(茨城) 

梨窓クラブ 


-龜贾 .- UI 6 .の梨) 

.が水商 615 W 崎沛立 

桌裹15 請奈巧 

水が道二 016 佐，原-か 
凑城〕2 6 (モ菓一 

あ木女 213 が谷な H 
(栃丕13 呑丢 

▽準妒勝 

梭水商 WI 7 前橋巿立 
水海道 11818 栃木女 
(抽選〕 

▽が 職 

水海道こ艾則 U ) 日^水商 
「を 員」 

.( A 組)①が友を(東安 S 勝 
©全巧城教員凑城〕2勝1化 

③ 山梨を員(山梨)1勝2敗® 
埼玉教員クラブ 3 化 (B あ)① 
全巧奈川教員団(巧を川) 3 勝 
©お馬を員(お馬〕2勝1が⑤ 
栃木教員クラブ(栃木〕1勝2敗 

④ 千葉クラブ罕葉〕 3 敗 


▽関東運手権教員決勝 
がち会叉請全巧奈川 

化信越代表も 

◊国体化信越予選は4月泌、 W 日 
福井巧で行なわれ、次のをチー 
ムが巧表に決まった。 

▽一般男子氷見ク(富山)▽一般 
女子富山ホ高〇 G ク▽高校男 
子上田高(長質▽高巧女子 
ち磯高(富山〕▽教員全ち野 
有磯、 県富 ホを破る 
◊富山県高校選手権大会(4月^3 

日—晋、小あ高) 

▽男子準み勝 

氷 見 s — u 高 岡 
小 杉55 1 £: 富山商 
▽同み勝 

ホ是^ U 丫か杉 
▽女子準決勝 

を 幾 815 高岡か子 
県富山女巧—1藤.園 
▽同が勝 

有磯 6(^ u ^}4 県富山女 

加納高が男女に優勝 

◊岐阜県春季選手権大会 (4 月 U 、 
别日、岐阜市加納高) 

▽高校男子準決勝 
岐阜商の一2 
加 納 f 日 
▽同決勝 
部咱 218 

▽高校女子準か勝 
大垣南巧—7 
加 納14 
▽同か勝 

加 細ザ目 

▽一般女子か勝 
.揖葉 W 之 d - 

がを 1_11^0_〇、 

なお一般男子は常盤工業が優勝 
(不戦)した。 

おわび前号当欄で第巧号に掲載 
済の「第巧回東海選手権を編集の 
手違い」から再び掲載してしまい 
ました。 


歧阜西 • 
大垣農 

岐阜商 


纖 


雌 


大垣南 
近江絹 
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四二井玉 

ブ 

谷商草川 


五城;両玉 
商南国川 


中大が 
早稲巧 

神代 



白 顧 
菊 華 

菊 華 

東京教員 
武蔵野 
教 貴 


中大付巧 —4 
明 星如—6 
神 代 W —8 
早稲田目 
▽準決勝 
巧 星？^—2 
神 代 413 
▽決勝 . 

星巧 (n 

「高校女子」 

▽準々決勝 
菊華站 —1 
白 屬 g 
桜水商：^—3 
神 代不戦勝 
▽準決勝 
菊 華 W —1 
踐水商00 —3 
▽決 勝 
梭水商8 —3 
「教 員」 
梭友会如 
蜡友会舶—如 
「一般男子」 


ぐ国化東京都予選 (4 月 化日〜お 
日、神代高、蜡水商) . 

「高校男子」 

▽準々巧勝 


▽一回戦 

千代田印ド找酵早 大 
刷機 すが勝学院 ク 

▽準決勝 

若木夕不戰勝芝浦ク 
田印不戦勝を田生命 


▽決 勝 

K 田ぶ @ n :)6 若木 ク 

「一般享」 

参加 チ I ムのためレナウン エ業 
が優勝 


当協会、王管は3試合 

ぐ 日本•フランス 国際親善試合の 
東京都協会主管の3試合は次の 
とおり。 

▽ 6 巧 W 日(午後3時 g ? 分)早大 
記念会堂(女子.)大崎電気(男 
子)芝浦工大 

▽載日(午後6が)東京体育館 
(女子)大時電気(男子〕千代 
田印刷機 

マ 7 月巧日(午後 3 時撕分)東京 
が育館(女子)レナゥンエ業 
(男子)大崎電気 

おがらせ 

ことしからを都道府県協会だよ 
りのぺージを設けました。これは 
各県協会が独自の觀関誌、広報、 
プリントを出すかわりに、このぺ 
1ジで代用してもらぅためでず。 
必要なぺ I ジ数をお申し込みくだ 
さい。なおいくぶん費用がかかり 
まず。必要な協会は直接本誌編集 
部にお問い合わせください。(日 
本協会高嶋理事長〕 


東を都協会だより 


濃辺を長留任 

が年度新な員巧 まる 

東京都協会は4月4日大崎電気 
工業株式会.社会議室で臨時理事会 
を關き、渡辺会長から泌！の新 
役員を次のょぅに指名した。 

会 長渡辺和美(再任) 
(大崎電気工業を長) 
副会長鈴木達雄(离任) 
(レナウン エ業社長) 
山岡憲一(新任) 
(東京重機工業を長) 
理事長外山準11(新任) 
(日本通信建設) 
副理事長山岡一一郎(新任〕 
(戸塚一中校長) 
ま田正次郞(斩任) 
(関東学連理事長) 
理 事篇尾武治(再任) 
(共同通信社) 
安藤重巧(巧を) 
(都な城南高) 
安藤純化(再任) 
(法大体育学研究室) 
中沢重夫(再任) 
(芝浦工大) 
岡村昭二(再任) 
(都立玉川賣 
佐野和夫(再任)— 
(都立神代高) 
宮田豊太郞(再任) 
(都立北園高校長) 
松田利秋(再任) 

.達原一中) 


◎第-回理事を 

第一回理事会は4月巧日大崎電 
気会議室で開き、次のことを決め 
た日 

1、 新理事の担当委員会 
「総務(会計)」 安藤重巧 
「競技」 {か藤純光 
「指導•普及」.お野和夫 
「渉外」 中'が重夫 
「審判」 岡村昭一一 
各担当理事はを担当委員を5人 
ないし W 人を選考し、合わせて 
朗年度予算を作成して4月別日 
または5月 U 日の理事会までに 
提出ずる。また各委員で委員会 
をつくり、毎月一回かならず大 
崎電気で会議を開く。この委員 

、会には正副会長から1人、正副 
理事長から1人かならず出席ず 
ることを 確認した。 

2、 学連などとの 協議 

都協会は加盟团体との密接な連 
絡を強くずるた め、 4月日関 
東学連、東京高体連、東京中体 
連の幹部役員と瞄議した。 この 
会議で渡辺会長から W 年度都協 
会の大会運営、日程、予算その 
他について懇談した。 


◎日本協を へホし入れ 

渡辺会長は 4 月巧日、日本協会 
評議具の資格で次のことを申し入 
れた。これは1月の全国評議員会 
のが定事項を、 3 月別日までに日 
本腺会から評議員会に報告すべき 
ものがまだ届いていないために申 
し入れたもの。 

1、全日ネ総合選手権大会の協会 
学連推薦チームか定の方式の件 


2、 これに 伴う棄権、その他の罰 
則規定の問題。 

3、 .関西学連の紛争問題。 


©第二回理事を 

第二回理事会は4 月^日 大崎電 

気工業株式会社会議室で開き、次 

.のことをかめた。 

1、 中体連に日万円、高体連にの 

.巧円の補助を考えているが、も 

し補助したときは使途、決算に 
ついて都協会の監査を受ける。 

2、 日仏親善東京大会は東京都陽 
ムでが主管する。出場するチ I ム 
は、芝浦工大、千代田印刷機製 
造 KK 、 レナゥンエ業、大崎電 

■気を考えている。 

3、 日本 フランス 親善試合の担当 
貴任者をかめた。 

「入場券」 外山、 安藤(重) 
「記念品」渡辺、 外山 
「看板」お岡(二). 

「プログラム」 屬尾 

4、 各委員会のメンバ t 次のとお 
り。 

「総務」清水善之、香積見一、 

八木又一郎 

「渉外」島田正壬、一二浦猛、天 
野敏雄、清水和子、篇尾武治 
「指導普及」近藤金博、松下一 
郎、大迫末司、藤森晋、渡ぶ 
盧寿、酒井嘉幸 
「競技」岡前義春、平地英正、 
中野程夫、豊島進太郎、鶴岡 
光子、国原英子、，江沼智恵 
「審判」今野邦彥、.高橋英次、 
深美成男、塩川ま賢、勝繁ま 
津島達郎 
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地方の発展に全力を 

rL 7 人制になってハンドボール 

-一* 二 がさかんになったという。しか 
書しそれは関東、関西、東海だけ 
1と思う。私の住'む宮城県はそれ 
ほどでない。大会がかないので 
試合のチャンスがない。これで 
hi は発展しない。地方の発展に全 
力をつくしてください。外国チームが来日 
しても東化には来ない。見たいと思うけれ 
どむりだ。韓国チームが二度来日したがそ 
れも•ため。ことしフランスチームが来日ず 
るが、東北にはまたも来ない。私は思う。 
地方が発展すれば日本のハンドポ！ルが発 
展する。そうではないでしょうか。 

(宮城県ホ川巿•木村佑悦) 

(協会から-私たちも大いに努力します 

ので、ご協力ください) 


軽視許せめ韓国の実力 

日韓高校戦で日本側は全く予想しなかっ 
た1勝5おという成績に終わった。一昨年 
日本チ I ムが訪問したときは6戰5勝1引 
き分けの好成績で、日韓の差は一一一年ぐらい 
はあるだろ5とい5景気のよい話が伝えら 
れたものでもる。ところが昨年のこの低調 
はど5説明したらよいのだろう。韓国の実 
力があっという間に日本のレベルに追いつ 
いてしまったのだろうか。 もしそう だとす 
れば、追い抜かれてしま5のも時間の巧 
題。本誌やその他新聞などから推すと、溝 
国指導まの熱意はなみなみならぬものがあ 
るよ5だ。巧い将来韓国からも化界選手権 
に代表を送るようになるだろ5。そのと 
きは当が『アジア地区巧表』をかけで『予 
選』を両国の間で巧なわねばならない。こ 
のままの力で韓国のレベルが伸びていった 
とするなら、日本がこの『予選』でを戦す 


るかもしれない。日本の サッカ— などは韓 
国の実力の前に、世界選手権予選や五輪予 
選で敗退している。‘ハンドポール巧も韓国 
の動向を軽視してはならないと思ぅ。(ま. 
京-園田巧広〕- 

(協会から—— .こ 意見 ごもっともです。 大 
いに努力します〕 

日仏 戰 TV 中継を 

6月に フランスから 男か両チームが来日 
する。 この 試合をできるだけ多く、 テレビ 
で中継してほしい。 テレビによるスポ I ブ 
ファンは 非常に多い。ハンド，もール界にと 
って絶好の PR 機会になると思いまず。ま. 
た、試合の巧なわれない地方の選手にとっ 
ては技術研究のためにち意義でず。(大阪 • 

一高校生〕 

(協会から——6月の日の第1戦と7月巧 
. 日の最終戦を NHK 教育テレビで中継し 
て.，^らうようを渉中でず) 
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問い第1回全国高校に出場した大阪代 
表校をお知らせください。(大阪•佐々 

木—玄_ I 

容え第1回大会は予'選のヮクが現巧ょり 
広く、大阪からは次の各校が出場した。 
男子 U 豊中、桜塚、鳳、天王寺。女子 U 寝 
屋川、春日丘、梅花、蜡塚。 

■問い本誌 W 号で同大が站年 
^ 春に立大を破った とあります 
席-が、大会おとスコアを。(東 
_ 京 •志 田生) 

園 容えご質問の試合は昨年6月 
IP W 日京都市体育館で行なわれた 
第巧回立大対同志社大定期戦。 

S スコアは別—^でした0 


問いハンドボール界の主な連勝記録を 
教えてください。(京都•芳村車夫)— 

容え地方球界での連勝記録はわかりませ 
んが、全国的に有名なものは蜡台高のお連 
勝、芝浦工大のが連勝、女子の愛知結の的 
連勝などがあります。 

問い ヨーロプパ•カップ•卜 I ナメン 
卜についてお知らせください。(岡山 • 

植山甫) 

答え.世界選手権に次ぐ権威を持って いる 
大会 (7 人制)で、昭和沾年パリで第1回 
を開きました。世界選手権と違ぅ点は、-第 
1回は都巿対抗、第2回(昭的)な後は各 
国の選手権チームに J つて優勝が争われて 
いることで ず。 つまりこの 大会にはナショ 
ナルチームは出場できないのでず。男子は. 


第3回(昭册〕までは隔年、それむ後は毎 
年開かれている。女子は昭和就年から毎年 
開かれていまず。これまでの麽勝チ—ムは 
次の通り。 

▽男子第1回プラ•ハ市(チょコ)、第 
2 回反 IK •ゲーテルボルダ(スウエ 
1デン〕、第3回 F • A •ギヨッピン 
ゲン(西独)、第4回 F ‘ A . ギヨッピ 
ンゲン(西独 U 2 連勝〕、第日回ダクラ 

.プラハ(チホコ〕 

▽女—子第1回 スディンタ•ブカレス 
卜(ルーマ'こア)、第2回スパルタク • 
P •ソコロ ボ (チェコ)、 第3回 ツルド¬ 
-モスクワ(ソ連〕 

質問はハガキ。住所、氏名(紙上置名巧) 
年齢、職業、記入のうえ編集部質問欄係 
まで。 


I 編集後記 

I ▽…第5回男子7人制世界選手権大会で 
日本がノルゥ- I に勝って1勝をあげ 
I た。こんなぅれしいことはない。世巧選 
-^手権大をに参加すること四回、初めての 
滕利である。役員の ひとりと して日本チ 
ムのプレ）を見たが、义字どおり最高 
^の出来ばえだった。努力すればなんでも 
^できる ことを® 明してくれた。巧ソ連戦 
刪は竹野君の負傷退場で敗れたが、実に惜 
しかった。次の大会にはぜひべ スト 8に 
《はいりたい。それを目ざしてこれからも 
-大いにがんばろぅ。 

W ▽… G 区の屋形君が対ステラ戦で右眼を 
J 強打して入院。マネジャ I の片瀬先生が 
I けき添いでパリに残り、選手団ょり遅れ 
^て4月6日帰国した。選手面としてあら 
{ゆる手を巧ってきた。フランス協<1ちス 
ごアラチーム関係者、日本大使館、パリ駐 
^在の河巧理事、通訳の塚本画伯にいろい 
^ろとお化話になった。紙上から厚くお礼 
^申しもげる。 

? Y : ステラチ—ムが6月じ日に来目と巧 
W まった。サンモ .1 ルで同チームと試合し 
たが、なかなか好感の持てるチームであ 
^る。来日したら大いに戟迎してやりた 
い？い。それにフランス協会のピカール理事 
抑長が日本チ I ムの面おをょく見てくれ 
W た。同理事長が来日したら日本選手団で 
ぃ4羽田まで出迎えに巧く。 

▽… NHK の杉山記者は私の渡欧中に本 
《号の原稿を まとめて おいて くれた。’これ 
5:は大助り。.いつもながら杉山記まの誠意 
!:には感謝している。 

-▽…全日本実業団選手権でレナゥンエ業 
5東京がチーム結成いらい初めて全日本の 
W タィトルを握った。昨年夏から上昇気運 
にちり、苦樂のずえやっと廣勝した。鈴 
-木社長、塩川監督、山田選手の喜びは大 
f きかったにちがいない。ことしも大いに 
r かんばってもらいたい。(ふぐ〕 
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